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【全学組織名称：全学教育機構】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－１全学組織が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－１－４ 

部局が学位授与方針及び教育課

程方針に則して、適切な授業形

態、学習指導方法が採用されて

いるか。 

・部局の自己点検・評価シート 
・部局の自己点

検・評価シート 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－１－５ 

部局が、学位授与方針に則して

適切な履修指導、支援を行って

いるか。 

・部局の自己点検・評価シート 
・部局の自己点

検・評価シート 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－１－６ 

部局が教育課程方針に則して、

公正な成績評価を厳格かつ客観

的に実施しているか。 

・部局の自己点検・評価シート 
・部局の自己点

検・評価シート 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－１－７ 

部局が、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則して、公

正な卒業（修了）判定を実施し

ているか。 

・部局の自己点検・評価シート 
・部局の自己点

検・評価シート 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－１－８ 

部局において、大学及び部局の

目的並びに学位授与方針に則し

て、適切な学習成果が得られて

いるか。 

・部局の自己点検・評価シート 

・2024（令和 6）年度標準修業

年限内卒業（修了）率・標準修

業年限×1.5 年内卒業（修了）

率 

・R6就職等進路状況 

・部局の自己点

検・評価シート 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【全学組織名称：全学教育機構】 

 

１－１－９ 

関係者（学生、卒業生、卒業生

の主な雇用者等）からの意見聴

取が適切な頻度で実施され、そ

の結果に基づく改善が行われて

いるか。 

・部局の自己点検・評価シート 

・意見聴取の実施

時期、内容等の一

覧 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：全学教育機構】 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 

学び創造センターの実施する調査・アセスメントの結果を、

在学中の学習成果などと結び付け、多様な視点で分析できる

ようＢＩツールで可視化する。 

１－１－９ 
令和 7 年度中に、基本的な教学データに関して、Ｂ

Ｉツールでの可視化を整備する。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

教育実習校に向けた，教育実習における合理的配慮ハンドブックの作成 

教育実習において、実習校に向けた合理的配慮の具体的な方法を示したも

ので，学生のニーズに応じた教育実習の履修の質の確保と学生のニーズに

応じた事前相談の具体化に資するものになった。（本取り組みは、教育学部、

教師教育センター、学び創造センターとの共同事業である） 

１－１－５ 【新規】 

２ 

教師教育センターにおいて、シリーズ講演会を実施した（2025年 3月 6日、

7日）。次年度 4月からの教員就職が決まっている 4年生を主たる対象とし

て、本学卒業生現職教員やクリエーター作家、高知県教育委員会などを講

師として招き、「教職 1年目の 4月にどう臨むのか」、「教材研究の具体的な

プロセスとはどういうものか」、「現場で役立つ漫画遊び」、「さまざまな教

職キャリア」などの講演会・ワークショップを開催した。 

１－１－５ 【新規】 

３ 

共通教育において、一部の希望者が履修していた「高知大学リテラシーレ

ベル数理・データサイエンス教育プログラム」を２科目構成に再編し令和

６年度入学生より全学必修化した。従前の必修科目「情報処理」より１科目

１－１－９ 【新規】 

7



【全学組織名称：全学教育機構】 

 

増となったが、令和６年度のプログラム修了者は 1 年生の９割を超える

1032名であった。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 
認証評価別紙様式６－４－４ 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

認証評価別紙様式６－５－１ 
・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

認証評価別紙様式６－５－２ 
・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

認証評価別紙様式６－５－３ 
・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

成績評価の分布表 

 

2024年度成績評価分布分析 

 

高知大学におけるＧＰＡに関す

る要項 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

入学・卒業に関する審議委員会

規則 

 

入学・卒業に関する審議委員会

の議事録及び判定資料、教授会

の議事録 

 

高知大学南溟会賞 

 

人文社会科学部長奨励賞 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

R6標準修業年限内卒業率・標

準修業年限×1.5 年内卒業率 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

R6学部-就職等進路状況

（R7.5.1 現在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

「2024年度 人文社会科学部卒

業時アンケート」、同集計結果 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

令和６年度高知大学卒業生調査

（学び創造センター実施） 

 

人文社会科学部 卒業生アンケ

ート様式 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

高知大学人文社会科学部ステー

クホルダーとの協議会 

 

就職先調査（学び創造センター

実施） 

 

高知大学人文社会科学部 卒業

生勤務先アンケート様式 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
優秀卒業論文を評価する取り組みとして、高知大学南溟会賞ならびに人文

社会科学部長奨励賞を設置している。 
１－２－23 【継続】 

２ 

多様な文化や価値観を理解し多様な人々と交流できる人物を養成すること

を目的に、令和４年度から全学の学生を対象とした「多文化交流コーディ

ネーター養成プログラム」を運用している。 

１－２－８ 【継続】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：教育学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

教育上主要と認める授業科目

（別紙様式６－４－４） 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

令和６年度教育学部履修案内 

P13 

オリエンテーション実施計画

（学務委員会資料） 

認証評価別紙様式 6-5-1 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

令和６年度教育学部履修案内 

P13 

認証評価別紙様式 6-5-2 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教育学部】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

令和６年度教育学部履修案内 

P2，35－36，97－107 

認証評価別紙様式 6-5-3 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

2024年度成績評価分布分析 

高知大学における GPAに関する

要項および授業科目の履修登録

単位の上限に関する規則 

履修案内 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

教授会の議事録及び判定資料 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教育学部】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

2024（令和 6）年度 標準修業

年限内卒業（修了）率 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

令和６年度 学部卒業者就職等

進路状況（令和７年５月１日現

在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

e-ポートフォリオ教育学部かつ

をくんアンケート結果 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

令和６年度高知大学卒業生調査

(学び創造センター実施) 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教育学部】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

高知市校長会との懇談報告書 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：教育学部】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

教育実習校に向けた，教育実習における合理的配慮ハンドブックの作成 

教育実習において、実習校に向けた合理的配慮の具体的な方法を示したも

ので，学生のニーズに応じた教育実習の履修の質の確保と学生のニーズに

応じた事前相談の具体化に資するものになった。（本取り組みは、教師教育

センター、学び創造センターとの共同事業である） 

１－２－14 【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：理工学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

理工学部シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

理工学部シラバス 

 

(理工)6-4-4_教育上主要と認め

る授業科目 

 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

６－５－１（理工学部）履修指

導の実施状況 ・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

６－５－２（理工学部）学習相

談の実施状況 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学部】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

６－５－３（理工学部）社会

的・職業的自立を図るために必

要な能力を培う取組 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

成績評価の分布表 

2024年度理工学部成績評価分

布 

 

成績評価分布等のデータを関係

委員会等で確認するなど組織的

に確認していることに関する資

料 

令和 7年度第 2回理工学部内部

質保証委員会議事要録

(R7.5.12)  

 

ＧＰＡ制度の目的と実施状況

（成績優秀者判定） 

高知大学における GPAに関する

要項 

第６回理工学部入学及び卒業に

関する委員会議事要録

（R6.9.4） 

第１４回理工学部入学及び卒業

に関する委員会議事要録

（R7.3.21） 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

高知大学理工学部入学及び卒業

に関する委員会規則 

 

・教授会等での審

議状況等の資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学部】 

 

いるか。 卒業研究成績評価基準(理工学

部用) 

 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

1-2-24_R6標準修業年限内卒業

率・標準修業年限×1.5 年内卒

業率 

 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

1-2-25_R6学部-就職等進路状

況（R7.5.1現在） 

 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

令和６年度理工学部卒業予定者

アンケート 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学部】 

 

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

（理工）R2卒業生アンケート

調査結果（第 6回教育ファシリ

テーター会議資料） 

 

関係委員会等で確認するなど組

織的に確認していることに関す

る資料 

令和 6年度第 13回理工学部学

務委員会議事要録(R6.11.11) 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

後援会資料 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学部】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：理工学部】 

 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

・シラバス 

・医学部学生の手引 

・医学科カリキュラムガイド 

・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

・時間割・基本情報 

（キャンパスプラン） 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

・医学教育創造センター 

・アドバイザー教員制度 

・オフィスアワー 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

・医学教育創造センター 

・アドバイザー教員制度 

・オフィスアワー 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学部】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

・学内・学外臨床実習（医） 

・学内・学外実習（看） 

・令和６年度キャリア教育に関

する取組報告 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

・成績評価の分布表 

・学務委員会及び教授会資料 

・医学部学生の手引 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

・学科会議、学務委員会及び教

授会資料 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学部】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

・令和６年度標準修業年限内卒

業率及び標準修業年限×1.5年

内卒業率 

 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

・令和６年度学部卒業者就職等

進路状況（令和７年５月 1日現

在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

・令和５年度卒業予定者アンケ

ート結果（医学科）＊R6実施

済み 

・授業評価アンケート（看護学

科） 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

・令和６年度卒業生調査結果 

・令和５年度卒業生アンケート

調査結果（卒後３年目）（医学

科）＊R６実施済み  

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学部】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

・令和５年度（臨床研修病院）

指導医による研修医のパフォー

マンス評価調査結果（医学科） 
＊R６実施済み 

・医学部附属病院看護部との意

見交換（看護学科） 
・就職先からの近況報告書（看

護学科） 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：医学部】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

 

29



【部局名称：農林海洋科学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

シラバス 

教員活動の記録・評価システム

データ 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

オリエンテーション 

アドバイザー教員制度 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

オフィスアワー制度 

シラバス 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：農林海洋科学部】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

高知大学におけるキャリア教育

の基本方針キャリア教育・キャ

リア形成支援改善・充実計画 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

成績評価の分布表 

授業科目における成績評価分布

の公表について（大学 HP） 

高知大学における GPAに関する

要項 

農林海洋科学部における公正な

成績評価の実施に関する申合せ 

農林海洋科学部における履修登

録単位の上限及び成績優秀者に

関する要項 

成績優秀判定を行った学務委員

会議事録 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

入卒審・教授会の議事録 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：農林海洋科学部】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

 

2024（令和６）年度標準修業年

限内卒業（修了）率、2024（令

和６）年度標準修業年限×1.5

年内卒業（修了）率 

 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

 

令和６年度学部卒業者就職等進

路状況（令和７年５月１日現

在） 

 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

卒業時アンケートの集計結果 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

卒業生アンケートの集計結果 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：農林海洋科学部】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

卒業生就職先アンケートの調査

結果 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：農林海洋科学部】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

・シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 
・認証評価別紙様式６－４－４ 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

・認証評価別紙様式６－５－１ 
・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

・認証評価別紙様式６－５－２ 
・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

・認証評価別紙様式６－５－３ 
・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

・成績評価の分布表 

・成績評価分布等のデータを確

認した地域協働学部教務委員会

の議事要録 

・GPA制度の目的と実施状況に

ついてわかる履修案内の該当ペ

ージ 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

・高知大学地域協働学部入学・

卒業判定等に関する委員会及び

教授会議事要録 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

・1-2-24_R6標準修業年限内卒

業率・標準修業年限×1.5 年内

卒業率 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

・1-2-25_R6学部-就職等進路

状況（R7.5.1現在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

・地域協働学部卒業時アンケー

ト結果 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

・令和６年度高知大学卒業生ア

ンケート調査（学び創造センタ

ー） 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

・令和５年度高知大学卒業生の

就職先調査（学び創造センタ

ー） 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 
認証評価別紙様式６－４－４ 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

認証評価別紙様式６－５－１ 
・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

認証評価別紙様式６－５－２ 
・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

認証評価別紙様式６－５－３ 
・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

2024年度人文社会科学専攻成

績評価分析 

 

高知大学におけるＧＰＡに関す

る要項 

 

修論中間発表会チラシ・修論発

表会チラシ 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

人文社会科学専攻 入学・修了

認定等に関する審議委員会規則 

 

人文社会科学専攻学位審査基準 

 

人文社会科学専攻 入学・修了

認定等に関する審議委員会の議

事録及び判定資料、専攻会議の

議事録 

 

高知大学南溟会賞 

 

人文社会科学専攻長奨励賞 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

R6 標準修業年限内卒業率・標

準修業年限×1.5 年内卒業率 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

R6総合大学院修士-就職等進路

状況（R7.5.1 現在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

「2024年度人文社会科学専攻

アンケート」、同集計結果 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

人文社会科学専攻 修了生アン

ケート様式 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

高知大学大学院人文社会科学専

攻 修了生勤務先アンケート様

式 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
一般公開の修士論文中間発表会と修士論文発表会という二度の発表会を通

じて、修士論文の厳格な評価を実施している。 
１－２－18 【継続】 

２ 
優秀修士論文を評価する取り組みとして、高知大学南溟会賞ならびに人文

社会科学専攻長奨励賞を設置している。 
１－２－23 【継続】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

44



【部局名称：理工学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

理工学専攻シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

理工学専攻シラバス 認証評価

別紙様式６－４－４ 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

６－５－１_(00)履修指導の実

施状況（理工学・応用自然科

学） 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

６－５－２_(00)学習相談の実

施状況（理工学・応用自然科

学） 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

６－５－３_(00)社会的・職業

的自立を図るために必要な能力

を培う取組（理工学・応用自然

科学） 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

2024年度理工学専攻成績評価

分布 

 

理工学専攻内部質保証委員会内

規 

 

令和７年度第１回理工学専攻内

部質保証委員会議事要録 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

高知大学学則 

 

高知大学大学院総合人間自然科

学研究科修士課程理工学専攻会

議規則 

学位論文審査基準 

 

学位論文審査等実施要項 2025

年 3月修了 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

1-2-24_R6標準修業年限内卒業

率・標準修業年限×1.5年内卒

業率 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

1-2-25_R6総合大学院修士-就

職等進路状況（R7.5.1現在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

2024（R6）年度理工学専攻修了

予定者アンケート結果 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

修了３年目（2022年度修了）

アンケート 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

修了３年目（2022年度修了）

アンケート 

 

後援会資料 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

・シラバス 

・履修ガイド 

・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

・シラバス 

・履修ガイド 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

・シラバス 

・履修ガイド 

・長期履修学生規則、医科学専

攻における長期履修学生の取扱 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

・シラバス（オフィスアワー記

載有） 

・医科学専攻規則第３条 

・履修ガイド  

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医科学専攻】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

・研究者と診療の科学 

医学を学んでいない学習者

が、医学の学問的体系の礎とな

る臨床を理解し、医学研究に対

するモチベーションを高めるた

めの科目 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

・成績評価基準 

・医科学専攻成績分布表（全学

期） 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

・医科学専攻会議での学位審査

資料 

・学位論文審査一覧表 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医科学専攻】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

・令和６年度標準修業年限内修

了率及び標準修業年限×1.5年

内修了率 

 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

・令和６年度大学院修了者就職

等進路状況（令和７年５月 1日

現在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

・令和６年度医科学専攻修了時

アンケート集計報告 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

・令和６年度医科学専攻修了後

アンケート集計報告 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医科学専攻】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

・令和６年度医科学専攻就職先

アンケート集計報告 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。  
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【部局名称：医科学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

・シラバス 

・履修ガイド 

・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

・シラバス 

・履修ガイド 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

・シラバス 

・履修ガイド（P.39） 

・長期履修学生規則、看護学専

攻における長期履修学生の取扱 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

・シラバス（オフィスアワー記

載有） 

・看護学専攻規則第３条 

・履修ガイド（P.39）  

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

・助産学実習Ⅰ・Ⅱ 

・地域助産学実習 

（助産師国家試験受験資格を得

るために必要な実習科目で、実

際のお産の現場での実習等を通

じて職業観を身につける。） 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 
・成績評価基準 

・看護学専攻成績分布表 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

・看護学専攻会議での学位審査

資料 

・学位論文審査一覧表 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

・令和６年度標準修業年限内修

了率及び標準修業年限×1.5年

内修了率 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

・令和６年度看護学専攻修了者

就職等進路状況（令和７年５月

1日現在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

・令和６年度看護学専攻修了時

アンケート集計報告 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

・令和６年度看護学専攻修了生

アンケート集計報告（看護学専

攻会議） 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

・令和６年度看護学専攻就職先

アンケート集計報告（看護学専

攻会議） 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

農林海洋科学専攻ホームページ 

教育活動の記録・評価システム

データ 

（教育上主要と認める授業科

目：専攻共通科目及びコース必

修科目 14/14科目） 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

オリエンテーション 

指導教員制度 

研究指導計画書 

研究指導報告書 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

オフィスアワー制度 

シラバス 

 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

60



【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

高知大学におけるキャリア開発

の基本方針 

IoP連携プログラム（大学院特

別プログラム）の開設 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

成績評価の分布表 

高知大学大学院成績評価基準 

専攻学務委員会議事録 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 
入修審・専攻会議議事録 

農林海洋科学専攻学位論文審査

及び最終試験実施要項 

農林海洋科学専攻学位審査基準 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

2024（令和 6）年度標準年限内

卒業（修了）率、2024（令和

6）年度標準修業年限×1.5 年

内卒業（修了）率 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

令和 6年度総合人間自然科学研

究科（修士課程）修了者就職等

進路状況（令和 7年 5月 1日現

在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

修了時アンケート結果 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

修了生アンケート結果 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

修了生就職先アンケート結果 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：地域協働学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

・シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

・認証評価別紙様式６－４－４ 

（教育上主要と認める科目：専

攻共通科目、専攻ゼミナール科

目） 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

・認証評価別紙様式６－５－１ 

（オリエンテーション） 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

・認証評価別紙様式６－５－２ 

（オフィスアワーの設定） 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学専攻】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

・認証評価別紙様式６－５－３ 

（「デザインシンキング演習」

の開講） 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

・成績評価の分布表 

・成績評価分布等のデータを確

認する専攻教務委員会議事要録

（第２回） 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 ・地域協働学専攻入学・修了認

定等に関する審議委員会内規 

・地域協働学専攻学位論文審査

及び最終試験に関する内規 

・地域協働学専攻学位審査基準 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学専攻】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

・1-2-24_R6標準修業年限内卒

業率・標準修業年限×1.5 年内

卒業率 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

・1-2-25_R6総合大学院修士-

就職等進路状況（R7.5.1現

在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

・修了予定者アンケート結果 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

対象外（第１期生：令和３年度

修了のため 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学専攻】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

対象外（第１期生：令和３年度

修了のため 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

68



【部局名称：地域協働学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

シラバス 

学生便覧 

・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

・認証評価別紙様式６－４－４ 

・スポーツ・芸術文化共創専攻

ガイドブック 

・教員活動の記録 

・評価システムデータ 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

・認証評価別紙様式６－５－１ 

・スポーツ・芸術文化共創専攻

ガイドブック 

・令和６年度院生指導体制一覧 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

・認証評価別紙様式６－５－２ 

・学生支援計画 

・学生便覧 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

・認証評価別紙様式６－５－３ 

・就職支援計画 

・学生便覧 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

・成績評価の分布表 

・スポーツ・芸術文化共創専攻

学務委員会資料 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

 
・認証評価別紙様

式６－８－１ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

 
・認証評価別紙様

式６－８－２ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：土佐さきがけプログラムグリーンサイエンス人材育成コース(修士課程)】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

・シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

・必須科目６科目全て、専任の

教授・准教授が担当している。 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

・学生便覧（Ⅰ－２－[14]アド

バイザー教員） 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

・学生便覧（Ⅰ－２－[14]アド

バイザー教員） 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

・キャリア教育・キャリア形成

支援 改善・充実計画 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 
・成績評価の分布表 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

・TSP運営委員会資料（修了判

定資料） 

・高知大学土佐さきがけプログ

ラムグリーンサイエンス人材育

成コース（修士課程）学位審査

基準 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科修士課程土佐さきが

けプログラムグリーンサイエン

ス人材育成コース学位論文審査

及び最終試験実施要項 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

76



【部局名称：土佐さきがけプログラムグリーンサイエンス人材育成コース(修士課程)】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

・1-2-24_R6標準修業年限内卒

業率・標準修業年限×1.5 年内

卒業率 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

・1-2-25_R6総合大学院修士-

就職等進路状況（R7.5.1現

在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

・TSP修了予定者アンケート結

果 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

・修了生アンケート（理工学専

攻と合同実施） 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

・TSP運営委員会（就職先調査

検証） 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 該当なし 

  □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

・シラバス 

・学生便覧等 

・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

・認証評価別紙様式６－４－４ 

・教職実践高度化専攻ガイドブ

ック 

・教員活動の記録 

・評価システムデータ 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

・認証評価別紙様式６－５－１ 

・教職実践高度化専攻ガイドブ

ック 

・令和６年度院生指導体制一覧 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

・認証評価別紙様式６－５－２ 

・学生支援計画 

・学生便覧 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

・認証評価別紙様式６－５－３ 

・就職支援計画 

・学生便覧 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

・成績評価の分布表 

・教職実践高度化専攻会議資料 

 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

・教職実践高度化専攻会議資料 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

・認証評価別紙様式６－８－１ 

・教職実践高度化専攻ガイドブ

ック 

・教職実践高度化専攻会議資料 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

・認証評価別紙様式６－８－２ 

・就職支援委員会資料 

・教職実践高度化専攻会議資料 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

・修了予定者アンケート 

・授業評価 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

・修了生アンケート 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

・高知大学教職大学院連携協議

会資料 

・高知県・市町村教育委員会ア

ンケート（皿鉢ゼミ参会者アン

ケート） 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

教育実践研究の課題や成果発表の場として、年 2 回「土佐の皿鉢ゼミ」を

開催している。「土佐の皿鉢ゼミ」では、教育実習校の指導教員、及び高知

県市町村の教育委員会等、大学内外の教育関係者の参加を得て、院生の教

育実践研究を多様な視点や専門的視座に基づいて研究協議を行っている。

対面及びオンライン会議システムのハイブリッド形式で実施し、研究を深

めることができた。皿鉢ゼミ参会者は 8 月が約 150 名、冬は約 130 名であ

った。 

１－２－８ 【継続】 
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２ 
院生一人に対して主指導教員 1 名、副指導教員 2 名の 3 名体制で院生の指

導、助言、相談を行っている。 

１－２－１３ 

１－２－１４ 
【継続】 

３ 修了予定者全員に 2月にアンケートを実施している。 １－２－２６ 【継続】 

３ 

修了生にアンケートを実施している。加えて、教職実践高度化専攻ニュー

ズレターを発行し、修了生の活躍状況の特集を組んでいる。それらから、修

了生の大学院における優れた学習成果が認められる。 

１－２－２７ 【継続】 

４ 

「土佐の皿鉢ゼミ」（夏・冬 2回開催）に参加した教育委員会関係者にアン

ケートを実施している。アンケートでは、「高知県の教育課題と結びつくも

のであった」に対して夏は 100.0％、冬は 98.5％であった。加えて、高知

県教育委員会が修了生に対して独自に意見聴取を行い、学習成果を分析し

ている。その結果に基づいて、高知大学教職大学院連携協議会において修

了生の学習成果を評価し、優れた成果が認められた。 

１－２－２８ 【継続】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

応用自然科学専攻シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

応用自然科学専攻シラバス 認

証評価別紙様式６－４－４ 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

６－５－１_(00)履修指導の実

施状況（理工学・応用自然科

学） 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

６－５－２_(00)学習相談の実

施状況（理工学・応用自然科

学） 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

６－５－３_(00)社会的・職業

的自立を図るために必要な能力

を培う取組（理工学・応用自然

科学） 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

2024年度応用自然科学専攻成

績評価分布 

 

応用自然科学専攻内部質保証委

員会内規 

 

令和 7年度第１回応用自然科学

専攻内部質保証委員会議事要録 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

高知大学学則  

 

高知大学大学院総合人間自然科

学研究科博士課程 応用自然科

学専攻会議規則 

学位論文審査基準 

 

学位論文審査等実施要項 2025

年 3月修了 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

1-2-24_R6標準修業年限内卒業

率・標準修業年限×1.5年内卒

業率 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

1-2-25_R5総合大学院博士-就

職等進路状況（R7.5.1現在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

修了生インタビュー（応用自然

科学専攻パンフレット） 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

修了生インタビュー（理工学部

案内） 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

修了生インタビュー（応用自然

科学専攻パンフレット） 

 

後援会資料 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

・シラバス 

・履修ガイド 

・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 

・シラバス 

・履修ガイド 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

・シラバス 

・医学専攻規則第４条 

・長期履修学生規則、医学専攻

における長期履修学生の取扱 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

・シラバス（オフィスアワー記

載有） 

・医学専攻規則第４条 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学専攻】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

・特別研究 

（数名を除き、大半が職業（医

師・薬剤師・医療職員等）を有

しているため具体的な取組はな

いが、特別研究科目が必修科目

として開設されており，国際的

学術誌にその成果を公表するこ

ととなっている） 

・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

・成績評価基準 

・医学専攻成績分布表（全学

期） 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 ・医学専攻会議での学位審査資

料 

・学位論文審査一覧表 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学専攻】 

 

考方法が確認でき

る資料 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

・令和６年度標準修業年限×

1.5年内修了率 

 

・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

・令和６年度大学院修了者就職

等進路状況（令和７年５月 1日

現在） 

・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

・令和５年度医学専攻修了時ア

ンケート集計報告 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学専攻】 

 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

・令和６年度医学専攻修了後ア

ンケート集計報告 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

・令和６年度医学専攻就職先ア

ンケート集計報告 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 
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【部局名称：医学専攻】 

 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし 

  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

・シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 
・認証評価別紙様式６－４－４ 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

・認証評価別紙様式６－５－１ 
・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

・認証評価別紙様式６－５－２ 
・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

・認証評価別紙様式６－５－３ 
・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

・2024年度成績分布 

・令和 7年度第 1回教務委員会

審議結果 

・令和 7年度第 1回黒潮圏総合

科学専攻会議議事録 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科（博士課程）黒潮圏

総合科学専攻学位審査基準 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科博士課程黒潮圏総合

科学専攻学位論文審査等に関す

る実施要項 

・「高知大学大学院総合人間自

然科学研究科博士課程黒潮圏総

合科学専攻学位論文審査等に関

する実施要項」取扱い申合せ 

・令和 6年度第 14回黒潮圏総

合科学専攻会議（拡大）議事要

録 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

・認証評価別紙様式６－８－１ 
・認証評価別紙様

式６－８－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

・認証評価別紙様式６－８－２ 
・認証評価別紙様

式６－８－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

・学習進捗上報告書 DP達成度

評価集計 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

・黒潮圏総合科学専攻修了生ア

ンケート集計結果（2024年度

実施） 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

・黒潮圏総合科学専攻就職先ヒ

アリング調査報告書（2024年

度実施） 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

 
・シラバス、学生

便覧等 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 
 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

 
・認証評価別紙様

式６－５－１ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

 
・認証評価別紙様

式６－５－２ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

 
・認証評価別紙様

式６－５－３ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 
 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

 
・認証評価別紙様

式６－８－１ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

 
・認証評価別紙様

式６－８－２ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

高知大学での学びと学生生活に

関する調査 2024集計結果 

セルフ・アセスメント集計結果 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

令和６年度卒業生調査集計結果 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

令和５年度高知大学の就職先調

査結果 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

学び創造センター学びの質保証 

ユニット HP 

令和６年度学び創造センター活 

動報告 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 

学び創造センターの実施する調査・アセスメントの結果を、

在学中の学習成果などと結び付け、多様な視点で分析できる

ようＢＩツールで可視化する。 

１－２－26 

１－２－27 

令和 7 年度中に、基本的な教学データに関して、Ｂ

Ｉツールでの可視化を整備する。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：データサイエンスセンター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

 
・シラバス、学生

便覧等 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 
 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

 
・認証評価別紙様

式６－５－１ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

 
・認証評価別紙様

式６－５－２ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：データサイエンスセンター】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

 
・認証評価別紙様

式６－５－３ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 
 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：データサイエンスセンター】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

 
・認証評価別紙様

式６－８－１ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

 
・認証評価別紙様

式６－８－２ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：データサイエンスセンター】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

・令和６年度データサイエンス

センター年次報告 

・共通教育履修案内 

・リテラシーレベル修了認定資

料 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：データサイエンスセンター】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

共通教育において、一部の希望者が履修していた「高知大学リテラシーレ

ベル数理・データサイエンス教育プログラム」を２科目構成に再編し令和

６年度入学生より全学必修化した。従前の必修科目「情報処理」より１科目

増となったが、令和６年度のプログラム修了者は 1 年生の９割を超える

1032名であった。 

１－２－30 【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：教師教育センター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

・教職実践演習実施専門部会

（メール会議）結果（備考：シ

ラバス､実施形態などを審議） 

・高知 CST養成プログラム履修

案内（令和６年度受講生用） 

・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 
 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

・教職課程ハンドブック 

・教育実習における合理的配慮

ハンドブック 

・認証評価別紙様

式６－５－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

・教師教育センター運営戦略室

会議議事録（備考:現職教員に

よる模擬授業指導） 

・令和６年度高知 CST養成・育

成事業 業務成果報告書 

・認証評価別紙様

式６－５－２ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教師教育センター】 

 

・教育実習における合理的配慮

ハンドブック 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

・教職実践演習アンケート 
・認証評価別紙様

式６－５－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 

・全学教職委員会が開講する教

育実習・養護実習の成績評価に

ついて 

・全学教職委員会が開講する介

護等体験の成績評価について 

・全学教職委員会（メール会

議）結果（備考：成績確認およ

び認定） 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。  

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教師教育センター】 

 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

 
・認証評価別紙様

式６－８－１ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

 
・認証評価別紙様

式６－８－２ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教師教育センター】 

 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

・令和６年度教師教育センター

活動報告 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教師教育センター】 

 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：教師教育センター】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

・シリーズ講演会の実施（2025年 3月 6日、7日） 

次年度 4 月からの教員就職が決まっている 4 年生を主たる対象として、本

学卒業生現職教員やクリエーター作家、高知県教育委員会などを講師とし

て招き、「教職 1年目の 4月にどう臨むのか」、「教材研究の具体的なプロセ

スとはどういうものか」、「現場で役立つ漫画遊び」、「さまざまな教職キャ

リア」などの講演会・ワークショップを開催した。 

１－２－15 【新規】 

２ 

・教育実習校に向けた，教育実習における合理的配慮ハンドブックの作成 

学外で行う教育実習において、実習校に向けた合理的配慮の具体的な方法

を示したもので，学生のニーズに応じた教育実習の履修の質の確保と学生

のニーズに応じた事前相談の具体化に資するものになった。（本取り組み

は、教師教育センターを中心に、教育学部、学び創造センターとの共同事業

である） 

1－2－13 

1－2－14 
【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：共通教育実施委員会】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

１ 教育課程に関すること 

 

１－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

１－２－８ 

適切な授業形態、学習指導法が

採用され、授業の方法及び内容

が学生に対して明示されている

か。 

シラバス 
・シラバス、学生

便覧等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－９ 

教育上主要と認める授業科目

は、原則として専任の教授・准教

授が担当しているか。 
 

・認証評価別紙様

式６－４－４ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－13 

学生のニーズに応え得る履修指

導の体制を組織として整備し、

指導、助言が行われているか。 

 
・認証評価別紙様

式６－５－１ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－14 

学生のニーズに応え得る学習相

談の体制を整備し、助言、支援が

行われているか。 

 
・認証評価別紙様

式６－５－２ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：共通教育実施委員会】 

 

１－２－15 

社会的・職業的自立を図るため

に必要な能力を培う取組を実施

しているか。 

 
・認証評価別紙様

式６－５－３ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－18 

成績評価基準にのっとり各授業

科目の成績評価や単位認定が厳

格かつ客観的に行われているこ

とについて、組織的に確認して

いるか。 
成績評価分布分析報告書 

・成績評価の分布

表 

・成績評価分布等

のデータを関係委

員会等で確認する

など組織的に確認

していることに関

する資料 

・ＧＰＡ制度の目

的と実施状況につ

いてわかる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－23 

卒業又は修了の認定を、卒業（修

了）要件（学位論文審査基準を含

む。）に則して組織的に実施して

いるか。 

 

・教授会等での審

議状況等の資料 

〈以下は専門職学

位課程を除く大学

院課程のみ〉 

・学位論文（特定

課題研究の成果を

含む。）に係る評

価基準、審査手続

き等 

・学位論文の審査

体制、審査員の選

考方法が確認でき

る資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：共通教育実施委員会】 

 

１－２－24 

標準修業年限内の卒業（修了）率

及び「標準修業年限×1.5」年内

卒業（修了）率、資格取得等の状

況が、大学及び部局の目的並び

に学位授与方針に則して適正な

状況にあるか。 

 
・認証評価別紙様

式６－８－１ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－25 

就職（就職希望者に対する就職

者の割合）及び進学の状況が、大

学及び部局の目的並びに学位授

与方針に則して適正な状況にあ

るか。 

 
・認証評価別紙様

式６－８－２ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－26 

卒業（修了）時の学生からの意見

聴取が適切な頻度で実施され、

その結果において、大学及び部

局の目的並びに学位授与方針に

則した学習成果が得られている

ことが確認できるか。 

 

・学生からの意見

聴取（学習の達成

度や満足度に関す

るアンケート調

査、学習ポートフ

ォリオの分析調

査、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－27 

卒業（修了）後一定期間の就業経

験等を経た卒業（修了）生からの

意見聴取が適切な頻度で実施さ

れ、その結果において、大学及び

 

・卒業（修了）

後、一定年限を経

過した卒業（修

了）生についての

意見聴取（アンケ

ート、懇談会、イ

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：共通教育実施委員会】 

 

部局の目的並びに学位授与方針

に則した学習成果が得られてい

ることが確認できるか。 

ンタビュー等）の

概要及びその結果

が確認できる資料 

１－２－28 

就職先等からの意見聴取が適切

な頻度で実施され、その結果に

おいて、大学及び部局の目的並

びに学位授与方針に則した学習

成果が得られていることが確認

できるか。 

 

・就職先や進学先

等の関係者への意

見聴取（アンケー

ト、懇談会、イン

タビュー等）の概

要及びその結果が

確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

１－２－30 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

共通教育活動報告書 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：共通教育実施委員会】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし 

  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：全学教育機構】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－１全学組織が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－１－５ 

学生の部活動や自治会活動等の

課外活動が円滑に行われるよ

う、必要な支援を行っている

か。 

・2-1-5-01_認証評価別紙様式

4-2-2（課外活動に係る支援状

況一覧） 

・2-1-5-02_学生便覧 P51～P55 

・2-1-5-03_令和 6年度第 1回

～第 2回学生リーダーシップセ

ミナー開催 

・2-1-5-04_Giving Campaign 

2024 

・各学部等の自己

点検・評価シート 

・認証評価別紙様

式４－２－２ 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－１－７ 

学生に対する経済面での援助を

行っているか。 

・部局の自己点検・評価シート 

・2-1-7-01_認証評価別紙様式

4-2-5（経済的支援の整備状

況、利用実績一覧） 

・2-1-7-02_学生便覧 P39～

P42、P59～P60（奨学金窓口・

奨学金制度） 

・2-1-7-03_奨学金制度_日本学

生支援機構（大学 HP） 

・2-1-7-04_奨学金制度_高知大

学独自の奨学金制度（大学

HP） 

・部局の自己点

検・評価シート 

・認証評価別紙様

式４－２－５ 

・奨学金の制度や

その利用実績が確

認できる資料 

・入学料、授業料

免除の基準や実施

状況が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【全学組織名称：全学教育機構】 

 

・2-1-7-05_その他の奨学金情

報（大学 HP） 

・2-1-7-06_KULASお知らせ_奨

学金 

・2-1-7-07_学生統計要覧（日

本学生支援機構奨学金等抜粋） 

・2-1-7-08_学生統計要覧（大

学独自の奨学金抜粋） 

・2-1-7-09_高知大学地方創生

人材育成基金奨学金規則 

・2-1-7-10_高知大学修学支援

基金奨学金規則 

・2-1-7-11_高知大学池知奨学

金規則 

・2-1-7-12_高知大学医学部岡

豊奨学会奨学金取扱要領 

・2-1-7-13_高知大学土佐さき

がけプログラム奨学事業実施要

項 

・2-1-7-14_高知大学国際交流

基金規則 

・2-1-7-15_学生便覧 P39（授

業料免除・徴収猶予） 

・2-1-7-16_高知大学授業料免

除及び徴収猶予選考基準 

・2-1-7-17_授業料減免・徴収

猶予制度について（大学 HP） 

・2-1-7-18_高知大学入学料免

除及び徴収猶予選考基準 

・2-1-7-19_入学料減免・徴収

猶予制度について（大学 HP） 

・学生寄宿舎の利

用状況が確認でき

る資料 
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【全学組織名称：全学教育機構】 

 

・2-1-7-20_学生統計要覧（入

学料・授業料免除抜粋） 

・2-1-7-21_高知大学入学料免

除及び徴収猶予規則 

・2-1-7-22_高知大学授業料・

寄宿料免除及び授業料徴収猶予

規則 

・2-1-7-23_高知大学授業料免

除運用方針 

・2-1-7-24_令和７年度学生便

覧（P42～P43（学生寮）） 

・2-1-7-25_学生寮、下宿・ア

パートについて（大学 HP） 

・2-1-7-26_学生統計要覧（入

寮状況抜粋） 

・2-1-7-27_高知大学学寮管理

運営規則 

・2-1-7-28_高知大学学内ワー

クスタディ実施要領 

・2-1-7-29_令和６年度学内ワ

ークスタディの実績について 

・2-1-7-30_学生支援チラシ

（越知町特産品支援事業） 

・越知町特産品支援事業（物部

キャンパス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１－８ 

自主的学習環境が十分に整備さ

れ、効果的に利用されているか。 

・部局の自己点検・評価シート 

・2-1-8-01_認証評価別紙様式 

４－１－６（自主的学習環境整

備状況一覧） 

・部局の自己点

検・評価シート 

・認証評価別紙様

式４－１－６ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【全学組織名称：全学教育機構】 

 

２－１－９ 

関係者（学生、卒業生、卒業生の

主な雇用者等）からの意見聴取

の結果に基づく改善が行われて

いるか。 

・2-1-9-01_高知大学での学び

と学生生活に関するアンケート

2024（大学 HP） 

・意見聴取の実施

時期、内容等の一

覧 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

「国立大学法人高知大学における障害を理由とする差別の解消の推進に関

する教職員対応要領」において、総括責任者に理事（教育担当）をもって

充てることが記載されているが、障害を理由とする差別解消の推進は、教

育の場面や学生に限ったことではなく、大学行事に外部から参加された人

も含め、もっと幅広い人や教育以外の場面も対象とするものであるので、

より適格な総括責任者を充てるべく全学で検討していただきたい。 

２－２－３ 本年 4月受田学長との協議を踏まえ

て、学生のみならず全学教職員にも

拡大対応できるよう今後改正して

いくべきとの見解をいただいてい

る。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：全学教育機構】 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 

選択アドバイザー制度を試験的に導入し、学生が自分の学

修状況やキャリア形成について、信頼できる教員や相談し

やすい教員を自身のアドバイザー教員に選択できる体制を

整える。 

２－２－１ 医学部医学科において、アドバイザー教員を選択し

たい学生を募集する。学生が、既に良好なコミュニケ

ーションが取れている教員を自身のアドバイザー教

員に選択することで、アドバイザー教員の役割をよ

り実効的なものにすることを目指す。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

「希望創発研究会」の思考行動変容を可視化するために、心理的資本診断

（HIROIC）を試行的に実施し、各自の思考行動変容の自覚化支援及び派遣

企業へのフィードバックを行うことで研修機能を高めた。 

２－２－７ 【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

高知大学 HP：HOME＞就職支援

＞就職相談の予約 

 

学生便覧「Ⅴ 就職」（P.67-

69） 

 

高知大学人文社会科学部教授会

の運営に関する内規＞(9) 人文

社会科学部就職委員会 

 

高知大学アドバイザー教員に関

する規則＞第３条 

 

就職活動説明会 

 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

高知大学 HP：HOME＞教育・学

生生活＞学生情報＞その他留意

事項＞ハラスメントのページ 

 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

127



【部局名称：人文社会科学部】 

 

れているか。 学生便覧「Ⅶ その他の留意事

項 ＞ ２．ハラスメント」

（P86-87） 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

認証評価別紙様式６－５－４ 

 

高知大学学び創造センター学生

支援部門インクルージョン支援

推進室と各学部等が連携して行

う修学支援に関する要項に係る

人文社会科学部の取扱いについ

て 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

部局における体制

が確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－４ 

留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

高知大学アドバイザー教員に関

する規則＞第３条 

 

高知大学人文社会科学部教授会

の運営に関する内規 

 

高知大学 HP：HOME＞国際交流

＞「留学生受入」のページ 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

高知大学アドバイザー教員に関

する規則＞第３条 

 

高知大学 HP：HOME＞国際交流

＞「留学生受入」のページ 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 人文社会科学部保護者向け「就職活動説明会」を実施した。 ２－２－１ 【継続】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：教育学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

2-2-1高知大学教育学部の運営

に関する委員会等内規 

2-2-1高知大学アドバイザー教

員に関する規則（第３条） 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

2-2-2国立大学法人高知大学ハ

ラスメント・性暴力等の防止等

に関する規則 

2-2-2高知大学ハラスメント・

性暴力等防止委員会規則 

2-2-2高知大学倫理・人権・苦

情処理委員会規則 

2-2-2教育学部人権委員会規則 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

2-2-3高知大学学び創造センタ

ー規則 

2-2-3高知大学学び創造センタ

ー学生支援部門インクルージョ

ン支援推進室と各学部等が連携

して行う修学支援に関する要項 

2-2-3教育学部インクルージョ

ン支援委員会及び個別支援会議

に関する内規 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教育学部】 

 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 

留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

2-2-4高知大学ポータルサイト

国際交流 HP（高知大学への留

学：日本語補講） 

 

2-2-4高知大学「外国人留学生

の手引き」 

2-2-4高知大学グローバル教育

支援センター規則 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

2-2-5高知大学ポータルサイト

国際交流 HP（高知大学への留

学：連絡・サポート体制） 

2-2-5高知大学「外国人留学生

の手引き」 

2-2-5高知大学グローバル教育

支援センター規則 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教育学部】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 

高知県教育委員会指導主事と 3年生との座談会 

（進路選択の時期を迎えた 3 年生と高知県教育委員会の現

職の指導主事が膝を交え、教育実習を終えて見えた課題や、

教員になった後の授業づくり、学級運営や保護者対応、また、

2-2-1 

令和 6 年度は急遽、試行の形で希望者に対して実施

したが、令和 7 年度は正式なキャリア形成支援プロ

グラムとして、学部 3 年生全員参加とし、指導主事
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【部局名称：教育学部】 

 

教師の働き方改革、福利厚生など、今の教育現場の実情につ

いて対話するプログラム） 

1 名に対して学生 10 名程度のグループが対話する形

で、10月に 2日間に分けて実施する予定。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

幼保教職キャリア面談 

（元校長など教職経験豊かな外部講師による個人面談。学生個々の持つ課題に

合わせて、教育実習で直面した課題や教職への不安の聞き取り、教員採用試

験やその後の教師生活に向けた準備等のアドバイスを行う。令和６年度は、

教員就職希望を後押しするという面談の方向性や、今後の支援に向けたコメ

ント作成をしてもらうなどの講師向け実施要領を作成した） 

2-2-1 【継続】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：理工学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

高知大学アドバイザー教員に関

する規則（第 3条） 

 

高知大学全学教育機構会議委員

会規則（第 6条） 

 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

高知大学倫理・人権・苦情処理

委員会規則 

 

高知大学ハラスメント防止委員

会規則 

 

学生便覧 P.86～87 

 

ハラスメント相談員（３名） 

（理工学部等役付職員・各種委

員会一覧） 

 

アドバイザー教員一覧 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学部】 

 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

認証評価別紙様式６－５－４ 

 

高知大学学生支援部門学び創造

センターインクルージョン支援

推進室と各学部等が連携して行

う修学支援に関する要項（全学

教育機構会議決定） 

 

理工学部特別支援グループ設置

要項 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

部局における体制

が確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

グローバル教育支援センターHP

公開情報 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

グローバル教育支援センターHP

公開情報 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学部】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：理工学部】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし 

  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・医学教育創造センター 

・アドバイザー教員制度 

・キャリア支援委員会（看） 

・臨床研修係 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

・学務委員会資料 

（相談体制：ハラスメント相談

員、学生課何でも相談窓口、保

健管理センター医学部分室） 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

・医学部・医学専攻・医科学専

攻・看護学専攻と学び創造セン

ターインクルージョン支援推進

が連携して行う修学支援に関す

る申し合わせ 

・学務委員会資料 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学部】 

 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 
・日本語補講（全学） 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・外国人留学生の手引 

・留学生向けの高知大学のホー

ムページ） 

・国際交流会館 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：医学部】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 

選択アドバイザー制度を試験的に導入し、学生が自分の学修

状況やキャリア形成について、信頼できる教員や相談しやす

い教員を自身のアドバイザー教員に選択できる体制を整え

る。 

２－２－１ 医学部医学科において、アドバイザー教員を選択し

たい学生を募集する。学生が、既に良好なコミュニケ

ーションが取れている教員を自身のアドバイザー教

員に選択することで、アドバイザー教員の役割をよ

り実効的なものにすることを目指す。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：農林海洋科学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

農林海洋科学部教授会運営に関

する細則第５条第２項(2)学生

支援委員会 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

農林海洋科学部教授会運営に関

する細則第４条第１項(3)倫理

人権委員会 

高知大学ホームページ「ハラス

メント」ハラスメント等相談の

流れ 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

農林海洋科学部教授会運営に関

する細則第５条第２項(2)学生

支援委員会 

高知大学学び創造センター学生

支援部門インクルージョン支援

推進室と各学部等が連携して行

う修学支援に関する要項 

農林海洋科学部と学び創造セン

ター学生支援部門インクルージ

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：農林海洋科学部】 

 

ョン支援推進室が連携して行う

修学支援に関する申し合わせ 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

・留学生チューター制度 

・留学生のための日本語教育授

業の実施状況の資料 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・外国人留学生の手引き 

・留学生向けの高知大学のホー

ムページ 

・高知大学 SA実施要領 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：農林海洋科学部】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・第 102回地域協働学部教授会

資料（委員会委員担当一覧と委

員会構成の資料） 

・2024年度各回の修学・就職

支援部会議事録 

・地域協働学部教授会運営に関

する内規（第４条第２項第２号 

修学・就職支援部会） 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 ■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

・第 102回地域協働学部教授会

資料（委員会委員担当一覧と委

員会構成の資料/ハラスメント

等相談員３名） 

・高知大学ＨＰ＞教育・学生生

活＞学生情報＞その他留意事項

＞ハラスメント 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

・第 102回地域協働学部教授会

資料（委員会委員担当一覧と委

員会構成の資料） 

・認証評価別紙様式６－５－４ 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

・地域協働学部教授会運営に関

する内規（第３条第１項第６号

インクルージョン支援委員会） 

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

・高知大学ＨＰ＞国際交流＞

「高知大学への留学 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・高知大学ＨＰ＞国際交流＞

「高知大学への留学」 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 該当なし 

  □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

高知大学 HP：HOME＞就職支援

＞就職相談の予約 

 

学生便覧「Ⅴ 就職」（P.67-

69） 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

高知大学 HP：HOME＞教育・学

生生活＞学生情報＞その他留意

事項＞ハラスメントのページ 

 

学生便覧「Ⅶ その他の留意事

項 ＞ ２．ハラスメント」

（P86-87） 

 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

認証評価別紙様式６－５－４ 

 

高知大学学び創造センター学生

支援部門インクルージョン支援

推進室と各学部等が連携して行

う修学支援に関する要項に係る

人文社会科学専攻の取扱いにつ

いて 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

への支援に関する

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 

留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

高知大学 HP：HOME＞国際交流

＞「留学生受入」のページ 

 

高知大学大学院総合人間自然科

学研究科修士課程人文社会科学

専攻規則（指導教員）第８条 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

高知大学 HP：HOME＞国際交流

＞「留学生受入」のページ 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

高知大学アドバイザー教員に関

する規則（第 3条）  

  

高知大学全学教育機構会議委員

会規則（第 6条）  

  

高知大学大学院総合人間自然科

学研究科修士課程理工学専攻  

研究指導及び学位審査に関する

申し合わせ  

  

アドバイザー教員一覧 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

高知大学倫理・人権・苦情処理

委員会規則  

  

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

れているか。 高知大学ハラスメント防止委員

会規則  

  

学生便覧 P.86～87  

  

ハラスメント相談員（３名）  

（理工学部等役付職員・各種委

員会一覧）  

  

アドバイザー教員一覧  

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

認証評価別紙様式６－５－４  

  

高知大学学び創造センター学生

支援部門 インクルージョン支

援推進室と各学部等が連携して

行う修学支援に関する要項（全

学教育機構会議） 

  

理工学部特別支援グループ設置

要項  

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

部局における体制

が確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

高知大学グローバル教育支援セ

ンターHP公開情報（外国人留

学生の手引き） 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

高知大学グローバル教育支援セ

ンターHP公開情報（外国人留

学生の手引き） 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・指導教員・複数指導教員一覧 

・医学系専攻運営委員会 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

・ハラスメント相談員（岡豊キ

ャンパス） 

・学生何でも相談窓口（学生

課） 

・学生便覧 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

・医学部・医学専攻・医科学専

攻・看護学専攻と学び創造セン

ター・インクルージョン支援推

進室が連携して行う修学支援に

関する申合せ 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医科学専攻】 

 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 

留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

・TA制度の活用（雇用契約

書） 

・シラバス、講義資料 

・日本語補講（全学） 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・TA制度の活用（雇用契約

書） 

・外国人留学生の手引 

・留学生向けの高知大学のホー

ムページ 

・国際交流会館 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。  
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【部局名称：医科学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・指導教員・副指導教員一覧 

・看護学専攻会議 

・履修ガイド 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

・ハラスメント相談員（岡豊キ

ャンパス） 

・学生何でも相談窓口（学生

課） 

・学生便覧 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

・医学部・医学専攻・医科学専

攻・看護学専攻と学び創造セン

ター・インクルージョン支援推

進室が連携して行う修学支援に

関する申合せ 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 

留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

・TA制度の活用（雇用契約

書） 

・全学の留学生への日本語教育

授業の実施状況の資料 

・認証評価別紙様式６－５－４ 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・TA制度の活用（雇用契約

書） 

・外国人留学生の手引 

・留学生向けの高知大学のホー

ムページ 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし 

 

  □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし 

 

  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし 

 

  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし 

 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

農林海洋科学専攻会議運営に関

わる細則第３条第１項(1)エ④ 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

農林海洋科学部教授会運営に関

する細則第４条第１項(3)倫理

人権委員会 

高知大学ホームページ「ハラス

メント」ハラスメント等相談の

流れ 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

高知大学学び創造センター学生

支援部門インクルージョン支援

推進室と各学部等が連携して行

う修学支援に関する要項 

農林海洋科学専攻と学び創造セ

ンター学生支援部門インクルー

ジョン支援推進室が連携して行

う修学支援に関する申し合わせ 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 

留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

・留学生チューター制度 

・英語版の履修要項 

・留学生のための日本語教育授

業の実施状況の資料 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・外国人留学生の手引き 

・留学生向けの高知大学のホー

ムページ 

・高知大学 TA実施要領 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：地域協働学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・第 102回地域協働学部教授会

資料、第 46回地域協働学専攻

会議資料（委員会委員担当一覧

と委員会構成の資料） 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科地域協働学専攻会議

運営に関する内規（第３条第２

項第１号 修学・就職支援部

会） 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 
■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

・第 102回地域協働学部教授会

資料、第 46回地域協働学専攻

会議資料（委員会委員担当一覧

と委員会構成の資料） 

・高知大学ＨＰ＞教育・学生生

活＞学生情報＞その他留意事項

＞ハラスメント 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

・第 102回地域協働学部教授会

資料、第 46回地域協働学専攻

会議資料（委員会委員担当一覧

と委員会構成の資料） 

・認証評価別紙様式６－５－４ 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学専攻】 

 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科地域協働学専攻会議

運営に関する内規（第２条第１

項第６号 インクルージョン支

援委員会） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

・高知大学ＨＰ＞国際交流＞

「高知大学への留学」 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・高知大学ＨＰ＞国際交流＞

「高知大学への留学」 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 該当なし 

  □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：地域協働学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科(修士課程)スポー

ツ・芸術文化共創専攻の運営に

関する委員会等内規 

・就職支援計画 

・学生便覧 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

・学生便覧 

・高知大学ハラスメントの防止

等に関する規則 

・高知大学ハラスメント防止委

員会規則 

・高知大学倫理・人権・苦情処

理委員会規則 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

・認証評価別紙様式６－５－４ 

・高知大学学び創造センター学

生支援部門インクルージョン支

援推進室規則 

・高知大学学び創造センター学

生支援部門インクルージョン支

援推進室と各学部等が連携して

行う修学支援に関する要項 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

・スポーツ・芸術文化共創専攻

インクルージョン支援委員会及

び個別支援会議に関する内規 

・学生支援計画 

・学生便覧 

への支援に関する

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 

留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

・高知大学 HP（本学へ留学を

希望される方へ：日本語補講） 

・高知大学「外国人留学生の手

引き」 

・高知大学グローバル教育支援

センター規則 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・高知大学 HP（本学へ留学を

希望される方へ：入学後の連

絡・サポート体制） 

・高知大学「外国人留学生の手

引き」 

・高知大学グローバル教育支援

センター規則 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：土佐さきがけプログラムグリーンサイエンス人材育成コース（修士課程）】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・就職支援_相談員紹介（大学

HP） 

・学生便覧「就職」 

・履修案内「アドバイザー教員

及びオフィスアワー制度」 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

・学生便覧「ハラスメント」 

・ハラスメント相談体制（大学

HP） 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

・「国立大学法人高知大学にお

ける障害を理由とする差別の解

消の推進に関する教職員対応要

領」 

・「高知大学学び創造センター

学生支援部門インクルージョン

支援推進室と各学部等が連携し

て行う修学支援に関する要項」 

 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：土佐さきがけプログラムグリーンサイエンス人材育成コース（修士課程）】 

 

・土佐さきがけプログラムと高

知大学学び創造センター学生支

援部門インクルージョン支援推

進室が連携して行う修学支援に

関する取扱について 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 
・アドバイザー教員制度 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・アドバイザー教員制度 
・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 該当なし 

  □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：土佐さきがけプログラムグリーンサイエンス人材育成コース（修士課程）】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：教職実践高度化専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・就職支援計画 

・学生便覧 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

・学生便覧 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

・認証評価別紙様式６－５－４ 

・学生支援計画 

・学生便覧 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教職実践高度化専攻】 

 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

 ・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

 
・認証評価別紙様

式４－２－３ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 ・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：教職実践高度化専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
院生一人に対して主指導教員 1 名、副指導教員 2 名の 3 名体制で院生の指

導、助言、相談を行っている。 

２－２－１ 

２－２－２ 

２－２－３ 

【継続】 

２ 

大学推薦により教職に就くことを希望している院生に対して、面接指導等

を実施し、就職に繋げている。年度当初にキャリア・就職支援計画を策定

し、年度末に学務委員会及び専攻会議において遂行状況を報告している。 

２－２－１ 【継続】 
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【部局名称：教職実践高度化専攻】 

 

３ 
年度当初に学生支援計画を策定し、年度末に学務委員会及び専攻会議にお

いて遂行状況を報告している。 

２－２－１ 

２－２－２ 

２－２－３ 

【継続】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

高知大学アドバイザー教員に関

する規則（第 3条）  

  

高知大学全学教育機構会議委員

会規則（第 6条） 

 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 ■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

高知大学倫理・人権・苦情処理

委員会規則  

  

高知大学ハラスメント防止委員

会規則  

  

学生便覧（P.86～87） 

ハラスメント相談員（３名）  

（理工学部等役付職員・各種委

員会一覧）  

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

  

アドバイザー教員一覧  

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

認証評価別紙様式６－５－４  

  

高知大学学び創造センター学生

支援部門 インクルージョン支

援推進室と各学部等が連携して

行う修学支援に関する要項  

 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

部局における体制

が確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

高知大学グローバル教育支援セ

ンターHP公開情報（外国人留

学生の手引き等） 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

高知大学グローバル教育支援セ

ンターHP公開情報（外国人留

学生の手引き等） 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・指導教員・複数指導教員一覧 

・医学系専攻運営委員会 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

・ハラスメント相談員（岡豊キ

ャンパス） 

・学生何でも相談窓口（学生

課） 

・学生便覧 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

・医学部・医学専攻・医科学専

攻・看護学専攻と学び創造セン

ター・インクルージョン支援推

進室が連携して行う修学支援に

関する申合せ 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

■適切である 

□改善を要する事項がある 

182



【部局名称：医学専攻】 

 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 

留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

・TA制度の活用（雇用契約

書） 

・シラバス、講義資料 

・日本語補講（全学） 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・TA制度の活用（雇用契約

書） 

・外国人留学生の手引 

・留学生向けの高知大学のホー

ムページ 

・国際交流会館 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：医学専攻】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・高知大学アドバイザー教員に

関する規則 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科黒潮圏総合科学専攻

会議運営に関する細則（第２条

（3）教務委員会） 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

・高知大学 HP：ハラスメント 

・ハラスメント等相談の流れ図 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

・認証評価別紙様式６－５－４ 

・高知大学学び創造センター規

則 

・高知大学学び創造センター学

生支援部門インクルージョン支

援推進室と各学部等が連携して

行う修学支援に関する要項 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

・黒潮圏総合科学専攻と学び創

造センター学生支援部門インク

ルージョン支援推進室が連携し

て行う修学支援に関する申合せ 

・高知大学 HP：障害・病気の

ある学生への修学支援 

への支援に関する

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 

留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

・認証評価別紙様式６－５－４ 

・英語版の履修案内 

・2024年度日本語授業時間割 

・高知大学リサーチ・アシスタ

ント実施要領 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・2024年度留学生の手引 

・高知大学 HP：高知大学への

留学： 連絡・サポート体制 

・高知大学 HP：高知大学への

留学： 宿舎・住宅 

・令和 6年度学生支援計画・報

告 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２ 部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料  

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・令和７年度学生便覧（P65～ 

P70） 

・就職支援（大学 HP） 

・就職マッチング支援について 

（公募チラシ） 

・就活相談 Café（チラシ,HP） 

・Ambition（就活冊子） 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 
■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

・令和７年度学生便覧（P86～

P87）（学生何でも相談室、ハ

ラスメント等相談員、ハラスメ

ント防止委員会の記載） 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。 

・「国立大学法人高知大学にお

ける障害を理由とする差別の解

消の推進に関する教職員対応要

領」 

・令和７年度学生便覧（P35～

P36）（学び創造センター学生

支援部門インクルージョン支援 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

□適切である 

■改善を要する事項がある 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

推進室） 

・学び創造センター学生支援部 

門インクルージョン支援推進室 

（大学 HP） 

・「高知大学学び創造センター

規則」 

・「高知大学学び創造センター

学生支援部門インクルージョン

支援推進室と各学部等が連携し

て行う修学支援に関する要項」 

・「高知大学ピア・サポーター 

（障害学生支援）制度実施要

項」 

・障害・疾病のある学生のため 

の就活相談・支援紹介（チラ 

シ） 

・高知大学障害学生支援 Tips 

（チラシ） 

・令和６年度第１回～第４回高 

知大学事前的改善に関する WG 

資料 

と考えられる学生

への支援に関する

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 
 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

 
・認証評価別紙様

式４－２－３ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 
活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

・令和６年度第 12回学び創造

会議資料（学び創造センター令
・センター年報 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

いるか（センターのみ）。 和６年度活動報告・令和７年度

活動計画） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

「国立大学法人高知大学における障害を理由とする差別の解消の推進に関

する教職員対応要領」において、総括責任者に理事（教育担当）をもって充

てることが記載されているが、障害を理由とする差別解消の推進は、教育

の場面や学生に限ったことではなく、大学行事に外部から参加された人も

含め、もっと幅広い人や教育以外の場面も対象とするものであるので、よ

り適格な総括責任者を充てるべく全学で検討していただきたい。 

２－２－３ 本年 4月受田学長との協議を踏まえ

て、学生のみならず全学教職員にも

拡大対応できるよう今後改正して

いくべきとの見解をいただいてい

る。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
 

該当なし 

  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：グローバル教育支援センター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。  

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：グローバル教育支援センター】 

 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 

・留学生への日本語補講の提供 

・留学生相談の実施 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

・新入留学生オリエンテーショ 

 ン 

・帰国準備説明会 

・留学生相談の実施 

・センターHP、KULAS など 

を通じた奨学金情報提供、国 

際教育委員会での選考 

・チューター制度による支援 

・外国人留学生の手引き 

（英語版 & 日本語版） 

・交換留学生の手引き 

・宿舎確保支援 

・認証評価別紙様

式４－２－３ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

・センターHP にイベント情報 

公開、Facebook にて情報公 

 開 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 
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【部局名称：グローバル教育支援センター】 

 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：希望創発センター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。  

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：希望創発センター】 

 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 
 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

 
・認証評価別紙様

式４－２－３ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

・令和６年度希望創発センター

事業報告書 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：希望創発センター】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

「希望創発研究会」の思考行動変容を可視化するために、心理的資本診断

（HEROIC）を試行的に実施し、各自の思考行動変容の自覚化支援及び派遣

企業へのフィードバックを行うことで研修機能を高めた。 

２－２－７ 【新規】 

２ 
「人間関係形成インターンシップ（SBI）」において、有償にて３社の実

習受入先企業が参加 
２－２－７ 【継続】 
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３ 
「明日の社会の希望をになう人財プログラム」において、有償にて年間

２回のプログラムを実施 
２－２－７ 【継続】 

４ 

「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」第３期課題「ポストコロナ

時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」における研究

開発を受託 

２－２－７ 

【継続】教養科目の授業として『「学

問は愉しい」を実感する』を開講し

た。また、学内でサマセミ型学びの

場として「おらんくのサマーセミナ

ーin高知大学」を 2月 7日（金）に

開催した。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：保健管理センター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

２ 学生支援に関すること 

 

２－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

２－２－１ 

就職等進路に関する相談・助言

について、部局における体制が

整備されているか。 

・保健管理センター ホーム 

ページ：こころの相談室 

・令和６年度 保健管理セン 

ター年報（令和７年１１月頃 

発行予定）：精神的健康管理 

・部局における就

職等進路に関する

相談・助言体制が

確認できる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－２ 

学生に対する各種ハラスメント

に関する防止のための措置（規

定及び実施内容）・相談につい

て、部局における体制が整備さ

れているか。 

 

・部局における各

種ハラスメント等

の相談体制や対策

方法が確認できる

資料 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－３ 

障害のある学生その他特別な支

援を要する学生に対する支援に

ついて、部局における体制が整

備されているか。  

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目を除

く） 

・障害のある学生

その他特別な支援

を行うことが必要

と考えられる学生

への支援に関する

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：保健管理センター】 

 

部局における体制

が確認できる資料 

２－２－４ 
留学生に対する学習支援につい

て、体制が整備されているか。 
 

・認証評価別紙様

式６－５－４（留

学生の項目のみ） 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－５ 

留学生への生活支援等につい

て、体制を整備し、必要に応じて

生活支援等を行っているか。 

 
・認証評価別紙様

式４－２－３ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

２－２－７ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

令和６年度 保健管理センター

年報 

（令和７年１１月頃発行予定） 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 
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【部局名称：保健管理センター】 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：入試企画実施機構】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－１全学組織が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－１－２ 
学生の受入が適切に実施されて

いるか。 

・2025年度高知大学入学者選

抜に関する要項 

・2025年度学生募集要項 

・各学部の入試実施要領、監督

要領等 

・各学部の面接、実技試験等の

実施要領等 

・高知大学学士課程入学試験委

員会規則、資料 

・高知大学入試企画実施機構規

則、資料 

・高知大学判定資料作成専門委

員会規則、資料 

・各学部の教授会、入試委員会 

関係規則、資料 

・各学部の 2025年度入試総括 

（令和 7年度第 2回入試企画実

施機構会議資料） 

・高知大学アドミッション会議

内規 

・部局の自己点

検・評価シート 

・認証評価別紙様

式５－２－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

203



【全学組織名称：入試企画実施機構】 

 

・高知大学学び創造センター規

則 

・高知大学受験生サイト 

・高知大学アドミッションユニ

ット年報 

 

３－１－３ 

各学部及び大学院各課程（修

士、博士（後期）、博士（一

貫）、専門職学位）の実入学者

数（５年間平均）が、入学定員

（５年間平均）を大幅に超える

（1.3倍以上）、又は大幅に下

回る（0.7倍以下）状況になっ

ていないか。 

2025年度入学選抜実施状況 

（令和 7年度第 1回入試企画実

施機構会議資料） 

・各学部からの 2025年度入試

実施状況について（令和 7年度

第 2回入試企画実施機構会議資

料） 

・高知大学アドミッションユニ

ット年報 

・入学定員充足率

（認証評価共通基

礎データ様式２） 

・部局の自己点

検・評価シート 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－１－４ 

関係者（入学希望者、入学希望

者の保護者、高等学校等の進学

担当者等）からの意見聴取が適

切な頻度で実施され、その結果

に基づく改善が行われている

か。 

・高知大学アドミッションユニ

ット年報 

・2025年度入学選抜実施状況 

（令和７年度第 1回入試企画実

施機構会議資料） 

・各学部からの 2025年度入試

実施状況について（令和 7年度

第 2回入試企画実施機構会議資

料） 

・FD資料 

・意見聴取の実施

時期、内容等の一

覧 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【全学組織名称：入試企画実施機構】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし  

 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：入試企画実施機構】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
2024年度入試結果に関する分析を行い、入試方法及び広報活動の改善に関

して各学部へ情報提供を行った。 
3-1-4 

【継続】FD 説明会を人文社会科学

部、農林海洋科学部で開催した。一

般選抜作題者へ分析資料を提供し

た。 

２ 

人文社会科学部において、2025 年度入試の選抜の種類・日程・方法の変更

などをまとめたフライヤを作成・配布して、学部の入試に関する周知と適

切な理解の醸成に努めた。 

3-1-3 【新規】 

３ 

人文社会科学部国際社会コースにおいて、2025年度入試から新規導入した

一般選抜前期日程個別試験「外国語（英語）」について、事前にどのような

出題を検討しているか「解説」を作成・公表して、新たな選抜方法に関する

周知と適切な理解の醸成に努めた。 

3-1-3 【新規】 

４ 

私費外国人留学生選抜において、国内高等学校に通う留学生を対象とした

選抜の実施を検討し、2026 年度入試から一部の学部・学科で実施すること

を決定した。 

3-1-3 【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：大学院入学試験委員会】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－１全学組織が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－１－２ 
学生の受入が適切に実施されて

いるか。 

・2025年度学生募集要項 

・各専攻の入試実施要領・監督

要領 

・高知大学大学院入学試験委員

会規則 

・各専攻の専攻会議規則・議事

要録等 

・各専攻の 2025年度入試総括 

・部局の自己点検・評価シート 

・部局の自己点

検・評価シート 

・認証評価別紙様

式５－２－１ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－１－３ 

各学部及び大学院各課程（修

士、博士（後期）、博士（一

貫）、専門職学位）の実入学者

数（５年間平均）が、入学定員

（５年間平均）を大幅に超える

（1.3倍以上）、又は大幅に下

回る（0.7倍以下）状況になっ

ていないか。 

・2025年度大学院入学試験実

施状況 

・各専攻の 2025年度入試総括

（大学院入試委員会資料） 

・部局の自己点検・評価シート 

・入学定員充足率

（認証評価共通基

礎データ様式２） 

・部局の自己点

検・評価シート 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－１－４ 

関係者（入学希望者、入学希望

者の保護者、高等学校等の進学

担当者等）からの意見聴取が適

切な頻度で実施され、その結果

・各専攻の 2025年度入試総括 

・部局の自己点検・評価シート 

・意見聴取の実施

時期、内容等の一

覧 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【全学組織名称：大学院入学試験委員会】 

 

に基づく改善が行われている

か。 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：大学院入学試験委員会】 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし  

 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・2025年度高知大学入学者選

抜に関する要項 

・2025年度学生募集要項 

・「2027年度（2026年度実

施）入学者選抜の変更点（予

告）」（高知大学受験生サイト

「入学者選抜における変更点」

記載） 

・「職員の親族等に受験する可

能性がある者がいる場合におけ

る申し合わせ」（2024年度第

１回入試企画実施機構会議資

料） 

・人文社会科学部教授会の運営

に関する内規（入試委員会の組

織） 

・人文社会科学部入学・卒業認

定に関する審議委員会規則 

・入試実施要領／面接要領等

（全学） 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

・実施概要、実施手順、説明会

資料等（人文社会科学部各コー

ス） 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・人文社会科学部教授会の運営

に関する内規(学部運営委員会

の審議事項) 

・2025年度人文社会科学部入

試総括（2025年度第２回入試

企画実施機構会議資料） 

・具体的事例：アドミッション

ユニットの協力を得て学部 FD

を開催、入学者選抜の状況を分

析し、各コースも含め今後の対

応について検討した。 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 

・2025年度入学者選抜実施状

況（2025年度第１回入試企画

実施機構会議資料） 

・2025年度人文社会科学部入

試総括（2025年度第２回入試

企画実施機構会議資料） 

・高知大学人文社会科学部

2025年度入試の概要（および

変更点） 

・「高知大学人文社会科学部人

文社会科学科国際社会コース 

英語問題 解説」 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 
活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て
 ・センター年報 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

いるか（センターのみ）。 ・教員活動の記

録・評価システム

データ 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：人文社会科学部】 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

アドミッションユニットの協力を得て、2024 年度入試の全国的な動向と本

学部の状況、今後の対応に関する学部 FDを開催し、これを受けて各コース

にて対応を検討した。 

３−２−３ 【継続】 

２ 

人文社会科学部独自に、2025年度入試の選抜の種類・日程・方法の変更な

どをまとめたフライヤを作成・配布して、学部の入試に関する周知と適切

な理解の醸成に努めた。 

３−２−４ 【新規】 

３ 

国際社会コースでは、2025 年度入試から新規導入した一般選抜前期日程個

別試験「外国語（英語）」について、事前にどのような出題を検討している

か「解説」を作成・公表して、新たな選抜方法に関する周知と適切な理解の

醸成に努めた。 

３−２−４ 【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：教育学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・2025年度高知大学入学者選

抜に関する要項  

・2025年度学生募集要項 

・2025推薦Ⅰ実施概要・非実

技試験監督要領・実技試験監督

要領  

・2025推薦Ⅱ実施概要・監督

要領・面接要領  

・2025一般選抜前期入試実施

要領・監督要領等（全学） 

 ・高知大学学士課程入学試験

委員会規則  

・高知大学入試企画実施機構規

則  

・高知大学判定資料作成専門委

員会規則  

・運営に関する委員会等内規  

・次年度の入試実施委員選出手

順 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教育学部】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・アドミッションセンター年報  

・2025年度教育学部入試総括 

（入試企画実施機構会議資料）  

・教授会資料 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 

・アドミッションセンター年報  

・2025年度入学者選抜実施状

況  

・2025年度教育学部入試総括 

（入試企画実施機構会議資料） 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教育学部】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：教育学部】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：理工学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 
高知大学入試企画実施機構規則 

 

高知大学学士課程入学試験委員

会規則 

 

理工学部入試委員会運営要項 

 

推薦Ⅰと社会人（未実施）の実

施要領（取扱注意） 

 

高知大学学び創造センター規則 

 

高知大学学び創造センターアド

ミッション会議内規 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学部】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

高知大学学び創造センター規則 

 

高知大学学び創造センターアド

ミッション会議内規 

 

理工学部入試委員会運営要項 

 

高知大学アドミッションユニッ

ト年報 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 
2025年度入学者選抜実施状況 

 

2025年度理工学部入試総括 

（入試企画実施機構会議資料） 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学部】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：理工学部】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 ・2025年度高知大学入学者選

抜に関する要項 

・2025年度学生募集要項 

・2025年度入試の変更点（選

抜要項、ＨＰ） 

・試験実施に係る実施要項、マ

ニュアル 

・高知大学学士課程入学試験委

員会規則 

・高知大学入試企画実施機構規

則 

・高知大学判定資料作成専門委

員会規則 

・医学部入試委員会資料 

・高知大学受験生サイト 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学部】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・アドミッションユニット年報 

・2025年度医学部入試総括 

（入試企画実施機構会議資料） 

・医学部入試委員会資料 

・2025年度入試の変更点（選

抜要項、HP） 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 

・アドミッションユニット年報 

・2025年度入学者選抜実施状

況 

・各学部の 2025年度入試総括 

（入試企画実施機構会議資料） 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学部】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医学部】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：農林海洋科学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

入学試験実施要領 

入学者選抜に関する要綱 

面接評価基準 

農林海洋科学部教授会運営に関 

する細則（入試委員会） 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：農林海洋科学部】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

農林海洋科学部教授会運営に関 

する細則（入試委員会） 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 
入試実施状況の総括 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：農林海洋科学部】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：農林海洋科学部】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・2025年度高知大学入学者選

抜に関する要項 

・2025年度学生募集要項 

・2026年度入試の変更点（選

抜要項、ＨＰ） 

・各学部の入試実施要領・監督 

要領等 

・各学部の面接・実技試験等の 

実施要領等 

・高知大学学士課程入学試験委 

員会規則 

・高知大学入試企画実施機構規 

則 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・アドミッションセンター年報 

・2025年度地域協働学部入試 

総括 

（入試企画実施機構会議資料） 

・地域協働学部教授会運営に関 

する内規（第３条第１項第４号 

入試委員会） 

・2026年度入試の変更点（選 

抜要項、ＨＰ） 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 

・アドミッションセンター年報 

・2025年度入学者選抜実施状

況 

・2025年度地域協働学部入試

総括 

（入試企画実施機構会議資料） 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：地域協働学部】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・人文社会科学専攻各種委員会 

に関する内規（入試委員会） 

・入試実施要項 

・問題作成要領 

・試験に関わる注意事項 

・大学院入試監督者要領及び注 

意事項 

・作問チェック項目（入試委員 

会用） 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・人文社会科学専攻各種委員会

に関する内規 

（総務委員会の審議事項） 

・入試報告書（改善策） 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 ・専攻会議資料・議事録 

・入試報告書（改善策） 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：人文社会科学専攻】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

高知大学大学院入学試験委員会

規則 

 

学生募集要項 

 

高知大学総合人間自然科学研究

科修士課程理工学専攻会議規則 

 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

 

高知大学総合人間自然科学研究

科修士課程理工学専攻会議規則 

 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 

2025年度大学院総合人間自然

科学研究科入学試験実施状況 

 

2025年度大学院入試総括資料 

(大学院入学試験委員会資料) 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：理工学専攻】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・2025年度学生募集要項 

・医科学専攻会議議事要録 

・医科学専攻入試実施要領・監

督要領 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医科学専攻】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・医学系専攻運営委員会規則 

・医科学専攻会議規則 

・医学系専攻運営委員会議事要

録 

・医科学専攻会議議事要録 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 
・2025年度大学院入学試験実

施状況 

・大学院入試分析・学生確保報

告書 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

□適切である 

■改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医科学専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

令和７年度（2025年度）の実入学者数が入

学定員の 1.3倍程度を超え、1.5倍となっ

ている。 

３－２－４ 令和５年度（2023年度）、令和６年度（2024年

度）と過去２年間の入学定員充足率が 0.7 倍

以下となっていたため、令和７年度において

は 23 名を受け入れても教育の質は維持でき

ると判断したものである。次年度以降は専攻

全体の教育リソースを踏まえた入学者数の調

整を行う。 

■検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医科学専攻】 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・2025年度学生募集要項 

・看護学専攻会議議事要録 

・看護学専攻入試実施要領・監

督要領 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・看護学専攻会議規則 

・修学支援・教育の内部質保証

委員会規則 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 
・2025年度大学院入学試験実

施状況 

・大学院入試分析・学生確保報

告書 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

□適切である 

■改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

令和７年度（2025年度）の入学定員充足率

が 0.7倍以下となっている。 

３－２－４ ・大学院説明会開催（2025/6/8） 

・教員による入試広報 

・入学生未充足への対応状況実施報告と個別

広報活動状況について毎月専攻会議で分野

毎に報告している（各教員の意識付け）。 

・近隣の施設への広報活動として、施設訪問

を開始している。 

□検討中 

■対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：看護学専攻】 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・入学試験実施要項 

・学生募集要項 

・面接審査基準 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科修士課程農林海洋科

学専攻会議運営に関する細則

（第３条（3）入学及び修了に

関する審議委員会） 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科修士課程農林海洋科

学専攻会議運営に関する細則

（第３条（2）専攻入試委員

会） 

・入試実施状況の総括 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 ・入試実施状況の総括 

・大学院総合人間自然科学研究

科入学試験実施状況 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 

251



【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：農林海洋科学専攻】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：地域協働学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・専攻会議資料・議事録 

・2025年度学生募集要項  

・高知大学大学院総合人間自然  

科学研究科修士課程地域協働学  

専攻会議運営に関する内規（第

２条第１項第５号：入試委員

会） 

・高知大学大学院総合人間自然  

科学研究科修士課程地域協働学  

専攻入学・修了認定等に関する

審議委員会内規 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学専攻】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・専攻会議資料・議事録 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科修士課程地域協働学

専攻会議運営に関する内規（第

２条第１項第１号：専攻統括会

議、第５号：入試委員会） 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 

・専攻会議資料・議事録 

・2025年度大学院入学試験実 

施状況 

・高知大学大学院総合人間自然  

科学研究科修士課程地域協働学

専攻会議運営に関する内規（第

２条第１項第 1号：専攻統括会

議、第５号：入試委員会） 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働学専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：地域協働学専攻】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制により

公正に実施しているか。 

・スポーツ・芸術文化共創専

攻の運営に関する委員会等

内規（入学試験委員会） 

・スポーツ・芸術文化共創専

攻入学試験における口述試

験担当者選出に係る申合せ 

・2025年度学生募集要項 

・入試実施要領・監督要領 

・入試実施関係スケジュール 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜の

改善に役立てているか。 

 

・スポーツ・芸術文化共創専

攻の運営に関する委員会等

内規（入学試験委員会） 

・2025年度スポーツ・芸術文

化共創専攻入試総括資料 

・2025年度スポーツ・芸術文

化共創専攻入試振り返り資

料 

 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅に

超える（1.3倍程度以上）、又は大

幅に下回る（0.7倍程度以下）状

況になっていないか。 

・2025年度 大学院総合人間自

然科学研究科 入学試験実施

状況 

・2025年度スポーツ・芸術文

化共創専攻入試総括資料 

・令和 6年度スポーツ・芸術

文化共創専攻連携協議会議

事要旨 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

□適切である 

■改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出てい

るか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

令和７年度（2025年度）の入学定員充足率 

が 0.7 倍以下となっている。 

３－２－４ 令和７年１月 17 日開催の第１回分野代表者

会議にて学内外への入試広報について下記方

針を定めた。 

１．本学ОＢネットワークを活用した入試・

広報 

２．県内の予備校、文化施設・団体等への営業 

３．スポーツ・芸術系部活、サークルへの周知 

このうち１．については、実際に第２次募集

において社会人入学者獲得につながる等、成

果があった。 

令和７年３月６日開催の第１回スポーツ・芸

術文化共創専攻連携協議会では、学外委員や

専攻外の学内委員から入試・広報に関する意

見聴取と協力依頼を実施し、現在、各委員を

通じて行政機関や文化施設へのアプローチを

進めている。 

また、今年度も進学者説明会（対面）を複数回

（7月と 11月）実施し、個別相談にも応じる

予定であるほか、希望者には、ハイブリッド

でのオンライン化の可能性を検討し、入学希

□検討中 

■対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

望者の拡大を図っていく方針である。 

さらに、令和 6 年度研究科長裁量経費により

制作した専攻パンフレットを活用し、専攻主

催の「文化共創会議」をはじめとする主催・後

援事業、教員の関わる学会、学外会議、各種打

ち合わせ等での積極的な広報活動を展開し、

専攻の認知度アップ、魅力発信を目指してい

く。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 該当なし 

  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：スポーツ・芸術文化共創専攻】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：教職実践高度化専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・2025年度学生募集要項    

・2025年度教職大学院教職実   

践高度化専攻入学者選抜実施要   

項・監督要領 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教職実践高度化専攻】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・教職実践高度化専攻の運営に 

関する委員会等内規  

・教職実践高度化専攻会議議事 

要録（入試委員会報告） 

・教職実践高度化専攻の 2025

年度入試総括（大学院入試委員 

会資料） 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 ・2025年度大学院総合人間自  

然科学研究科入学試験状況（大  

学院入試委員会資料） 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教職実践高度化専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：教職実践高度化専攻】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

高知大学大学院入学試験委員会

規則 

 

学生募集要項 

 

高知大学総合人間自然科学研究

科博士課程応用自然科学専攻会

議規則 

 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

 

高知大学総合人間自然科学研究

科博士課程応用自然科学専攻会

議規則 

 

 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 

2025年度大学院総合人間自然

科学研究科入学試験実施状況 

 

2025年度大学院入試総括資料 

(大学院入学試験委員会資料) 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

□適切である 

■改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 
入学定員 6名に対して、実入学者が 2.3倍

の 14名となった。 
３－２－４ 

一昨年度までは入学者数が定員と同数の 6 名

以下で推移していたが、令和 6 年度は改組後

初めて専攻内で定員の 130％を超過した。こ

の状況は、進学意欲と研究への関心が高い学

生に対し、指導体制が適切に整っていた年度

であったことが一因と考えられる。次年度以

降は、専攻全体の教育リソースと学生の志願

動向を踏まえ、入学者数について適切に調整

を行う。 

■検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：応用自然科学専攻】 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・2025年度学生募集要項 

・医学専攻会議議事要録 

・医学専攻入試実施要領・監督

要領 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学専攻】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・医学系専攻運営委員会規則 

・医学専攻会議規則 

・医学系専攻運営委員会議事要

録 

・医学専攻会議議事要録 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 ・2025年度大学院入学試験実

施状況 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医学専攻】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・入学者選抜試験実施要項 

・学生募集要項 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科博士課程黒潮圏総合

科学専攻会議規則 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・高知大学大学院総合人間自然

科学研究科黒潮圏総合科学専攻

会議運営に関する細則（第２条

（3）教務委員会） 

・入試実施状況の総括 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 ・入試実施状況の総括 

・大学院総合人間自然科学研究

科入学試験実施状況 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：黒潮圏総合科学専攻】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

３ 学生受入に関すること 

 

３－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

３－２－２ 

学生受入方針に沿った受入方法

を採用しており、実施体制によ

り公正に実施しているか。 

・高知大学学士課程入学試験委

員会規則  

・高知大学入試企画実施機構規

則 

・高知大学学び創造センター規

則 

・高知大学学び創造センターア

ドミッション会議内規 

・2025年度高知大学入学者選

抜に関する要項 

 

・面接、実技試験

等において評価の

公正性を担保する

組織的取組の状況

を示す資料（面接

要領等） 

・入試委員会等の

実施組織及び入学

者選抜の実施体制

が確認できる資料 

・入学者選抜の試

験実施に係る実施

要項、実施マニュ

アル等 

・学士課程につい

ては、個別学力検

査及び大学入試セ

ンター試験におい

て課す教科・科目

の変更等が入学志

願者の準備に大き

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

な影響を及ぼす場

合に２年程度前に

予告・公表された

もので直近のもの 

 

３－２－３ 

学生受入方針に沿った学生の受

入が実際に行われているかどう

かを検証するための取組を行っ

ており、その結果を入学者選抜

の改善に役立てているか。 

・各学部から提出された面接評

価基準等 

・各学部からの 2025年度入試

総括（第 2 回入試企画実施機

構会議資料） 

・FD（人文社会科学部、農林海

洋科学）資料 

・一般選抜分析資料 

・学生の受入状況

を検証する組織、

方法が確認できる

資料 

・学生の受入状況

を検証し、入学者

選抜の改善を反映

させたことを示す

具体的事例等 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－４ 

実入学者数が、入学定員を大幅

に超える（1.3倍程度以上）、又

は大幅に下回る（0.7 倍程度以

下）状況になっていないか。 

・2025年度入学選抜実施状況

（第 1回入試企画実施機構会議

資料） 

・各学部からの 2025年度入試

総括（第 2 回入試企画実施機

構会議資料） 

・入学定員充足率

が確認できる資料 

・実入学者数が

「入学定員の 1.3

倍程度以上」、又

は「0.7倍程度以

下」になっている

場合は、その適正

化を図る取組が確

認できる資料 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

３－２－６ 

活動方針に基づいた活動が行わ

れ、その結果による成果が出て

いるか（センターのみ）。 

2023～2024高知大学アドミッ

ションユニット年報 

・センター年報 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：学び創造センター】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：全学財務委員会】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

４ 施設整備に関すること 

 

４－１全学組織が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

４－１－３ 

外灯や防犯カメラの設置等、安

全・防犯面への配慮がなされて

いるか。 

外灯配置図（朝倉、岡豊、物

部、小津）、モニターカメラ設

置状況調査により、設置を確認

した。 

高知大学内部質保

証 

４－１－３ 外

灯・防犯カメラ調

査 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

４－１－４ 

施設のバリアフリー化につい

て、障害のある学生等の利用者

が円滑に利用できるよう配慮が

なされているか。 

バリアフリーマップにより（朝

倉、岡豊、物部、小津）対応状

況を確認した。 

高知大学内部質保

証 

４－１－４ バリ

アフリーマップ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

４－１－５ 

関係者（教職員、学生、施設利用

者等）からの意見聴取の実施結

果に基づく改善が行われている

か。 

令和６年度少額営繕依頼書、

2024施設整備事業学部要求

（営繕事業）、 

高知大学での学びと学生に関す

るアンケート 2023、 

令和６年度事前的改善経費所要

額申請等の方法により関係者か

らの要望を受け、適切に対応し

ている 

高知大学内部質保

証 

４－１－５ 意見

聴取の実施 

 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【全学組織名称：全学財務委員会】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：全学財務委員会】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：次世代地域創造センター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

５ 地域連携に関すること 

 

５－１全学組織が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

５－１－２ 
地域連携の方針に基づいた活動

が適切に実施されているか。 

第４期中期目標・中期計画進捗 

管理表（令和 6年度）、センタ 

ー運営戦略室会議及び連絡会資 

料 

国立大学法人等の

教育研究評価に使

用するデータ調査

票（公開講座）、

同（講演会展示

会）など地域連携

に関する活動の実

績が確認できる資

料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

５－１－３ 

活動の実績及び活動への参加者

等の満足度を踏まえて、成果（ア

ウトカム）が生じているか。 

第４期中期目標・中期計画進捗 

管理表（令和 6年度）、センタ 

ー運営戦略室会議及び連絡会資 

料 

各種事業報告書な

ど、地域連携に関

する活動から生じ

た成果が確認でき

る資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

５－１－４ 

地域連携の方針や活動の状況が

適切に公表・周知されているか。 

第４期中期目標・中期計画進捗 

管理表（令和 6年度）、センタ 

ー運営戦略室会議及び連絡会資 

料 

各種事業報告書な

ど、地域連携に関

する情報を公表し

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【全学組織名称：次世代地域創造センター】 

 

ていることが分か

る資料 

５－１－５ 

改善のための具体的取組が行わ

れているか。 
第４期中期目標・中期計画進捗 

管理表（令和 6年度）、センタ 

ー運営戦略室会議及び連絡会資 

料 

土佐 FBC事業企画

運営委員会議事録

など改善のための

取組が分かる資

料、各種事業報告

書 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：次世代地域創造センター】 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 

組織的な産学連携の更なる実質化 ５－１－２ 令和 6 年度「共創の場形成支援プログラム (COI-

NEXT)」に採択された「しまんと海藻エコイノベーシ

ョン共創拠点」について、多様なステークホルダーを

まきこみ、「組織」対「組織」の産学官共創によるイ

ノベーション・エコシステム構築を実現する。 

補助金申請については、採択実績のある補助金事業

への申請継続と併せて、申請経験のない事業に関し

ても情報収集を行う。 

２ 

新たな共同研究パートナー開拓 ５－１－３ 四国 TLO への業務委託を通じた体制強化により、よ

り効率的な学内シーズの把握につとめ、適切な場の

設定を通じた企業マッチングを実施する 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 地方創生推進士の育成と社会での活動 ５－１－３ 

【継続】 

中期目標・中期計画の年間目標数を

超えた 39 名の地方創生推進士の認

証を行い、過年度認証生の 10件を超

える社会での活動成果を把握する

など、本学の特色ある地方創生人材

育成が着実に行われている。 
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【全学組織名称：次世代地域創造センター】 

 

２ 交流の拠点「土佐 FBC」ネットワークの拡充と深化 ５－１－３ 

【継続】 

受講生及び修了生の広域的ネット

ワークである土佐 FBC倶楽部を拡充

し、修了生らが各種のコンクールで

受賞するなど、交流の拠点 として

のイノベーション創発に大きく寄

与している。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：研究推進戦略委員会】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－１全学組織が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－１－３ 

研究者（教員・研究員等）を育成

する制度を策定し、実施してい

るか。 

・教育研究活性化事業（若手研

究者スタートアップ支援、研究

成果の公開促進サポート） 

・研究顕彰制度（研究功績者

賞、若手教員研究優秀賞、大学

院生研究奨励賞） 

研究者を育成する

ための制度の内容

が分かる資料 ■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－１－４ 

全学組織に裁量のある研究費に

より部局や教員個人の研究を支

援する制度を策定し、実施して

いるか。 

・第４期基幹研究プロジェクト

報告書 

・ユニット的ボトムアップ研究

プロジェクト報告書 

全学で実施するプ

ロジェクトなど全

学組織に裁量のあ

る研究費により研

究を支援している

ことが分かる資料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－１－５ 

科研費等の外部資金の獲得（特

許の申請を含む。）を推進するた

めの制度を策定し、実施してい

るか。 

・科研費説明会の開催 

・ブラッシュアップ制度 

・インセンティブ経費の配分 

・科研費採択課題研究計画書の

閲覧実施 

外部資金獲得のた

めの説明会の開催

など、外部資金の

獲得を推進してい

ることが分かる資

料 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－１－７ 
共同利用機器の修理や更新等、

研究環境の整備を推進する制度

・教育研究活性化経費等による

設備の更新・維持に関する公募

要領及び実施状況 

共同利用機器の修

理や更新等を推進
■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【全学組織名称：研究推進戦略委員会】 

 

を策定し、実施しているか。 していることが分

かる資料 

６－１－８ 

部局構成員の研究倫理等を向上

させる取組を行っているか。 

・研究倫理教育等実施に関する

基本方針 

・高知大学公的研究費不正防止

計画実施状況報告書 

・研修会・説明会の実施状況 

高知大学競争的資

金等不正防止計画

の実績報告書、研

究倫理に関する研

修の実施状況等 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：研究推進戦略委員会】 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：人文社会科学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

論文・著書・学会発表件数 

（教員活動の記録・評価システ

ムが保有するデータ（非公

表）） 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：人文社会科学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 該当なし 

  □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：人文社会科学部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：教育学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 
・学系・部門の活動方針等(令

和４年度～令和９年度)教育学

部門 

・教員活動の記録（論文、著

書、学会発表データ） 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：教育学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：教育学部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
成果の普及として、「高知大学教職大学院実習等成果普及のためのスライド

動画」を５本、デジタル配信した。 
６－２－３ 【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：理工学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

理工学部門教員評価シート及び

教員データベース（教員活動の

記録・評価システム） 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：理工学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

前年度に引続き，複数の共有設備におい

て，故障により通常使用ができない状況が

発生しており，研究活動に支障をきたして

いる。 

６−１−７ 前年度に引続き，部門経費による公募を行い，

既存の設備・システム等にかかる修理費・維

持費等を対象として，緊急を要するもの，前

任の教員から管理を引き継いだ設備・システ

ム等で維持すべきものを優先して補助を行っ

た。 

□検討中 

□対応中 

■対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当無し   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当無し   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

研究の量のみならず質的な指標ともなる h-index が 20 以上の構成員が 14

名（前年度は 12 名,最高は 46），15 以上では 23 名おり（Scopus にもとづ

く），該当する構成員が多分野にわたっていることから，質・量ともに堅調

と言える。 

６−２−３ 【継続】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：農学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

人事評価基礎資料目録 

（農学部門独自資料） 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：農学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当無し   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：農学部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：基礎医学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

教員データベース（教員自己点

検・評価システム）の教員活動

に関するデータ（令和 6年度

分） 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：基礎医学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

306



【部局名称：基礎医学部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

金沢大学 がん進展制御研究所 令和 6年度共同研究事業採択  

本学における総合研究センター 分子生物学教室(基礎医学部門 兼任 樋口

琢磨, 坂本修士)では、がん抑制作用を有するマイクロRNA(がん抑制miRNA)

の産生制御機構に着目し研究を展開している。当該研究室は金沢大学がん

進展研究所の機能ゲノミクス研究分野(当該研究所所長 鈴木健之教授)と

の共同研究を行なっており、RNA 修飾によるがん抑制 miRNA の産生制御と

肝細胞がんの発症との関連性の解明を試みている。当該共同研究は金沢大

学がん進展制御研究所の令和 6 年度共同研究事業に採択された。当該共同

研究の成果の一部は、第 65 回日本生化学会中国四国支部例会にて発表さ

れ、当該発表は優秀発表賞（若手）を受賞した。 

６－２－1 【継続】（前回の No.1） 

２ 

ユニット的ボトムアップ研究プロジェクト(高知大学) 採択  

本学における総合研究センター 分子生物学教室(基礎医学部門 兼任 樋口

琢磨, 坂本修士)では、マイクロ RNA(miRNA)生合成を抑制する RNA 結合タ

ンパク質(NF90-NF45)の機能に着目し、miRNA の産生変動と疾患発症との関

連性の研究を展開している。当該研究室では NF90 および NF45 の臓器特異

的ノックアウトマウスを作製し、肝疾患、筋疾患、生殖系列への影響の解明

を進めている。本研究は本学における総合研究センター 実験実習機器施

設、動物実験施設、医学部循環制御学講座の異分野融合型共同研究であり、

本学の「ユニット的ボトムアップ研究プロジェクト」に採択され、令和 5年

度から継続して令和 6年度も採択されている。 

６－２－２ 【継続】（No.3） 
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【部局名称：基礎医学部門】 

 

３ 

第 4期中期目標期間の学内プロジェクト（基幹プロジェクト）として、「「臍

帯血再生医療」と「光線医療」の革新的医療の確立と融合」が令和 4 年度

から開始された。津田は副代表者として、プロジェクトの統括、運営を行っ

ている。本プロジェクトでは、臍帯血再生医療、光線医療の研究者に加え

て、イメージング、データサイエンス、生命倫理などの研究者が一体とな

り、対象とする疾患の拡大、臍帯血移植に代わる治療法の確立、光線医療技

術の再生医療への展開、革新的な光線医療技術の創出、創薬、新規イメージ

ング法・機器の開発につなげる。 

６－２－２ 【継続】（No.4） 

４ 

第 4 期中期目標期間の学内プロジェクト（ユニット的ボトムアップ研究プ

ロジェクト）として、「マイクロ RNA産生阻害因子による肝疾患、筋萎縮、

生殖系列への影響の検討」が令和 4 年度から開始された。津田は研究分担

者として取り組んでいる。本プロジェクトは、疾患病態および生殖系列に

おける miRNA 産生制御因子の役割の包括的な解明を目的として、分子生物

学、細胞生物学、生理学、発生生物学、実験動物学などの研究者が一体とな

って取り組んでいる。 

６－２－２ 【継続】（No.3） 

５ 

医学部附属病院において、臨床研究「小児脳性麻痺など脳障害に対する自

家臍帯血単核球細胞輸血治療」「小児脳性麻痺など脳障害に対する同胞間臍

帯血有核細胞輸血」を実施し、安全性・有効性を検証している。臍帯血によ

る脳性麻痺治療の治癒メカニズムの解明、より効果の高い治療法の開発を

目指し、先端医療学推進センター臍帯血幹細胞研究班班長としてトランス

レーショナルリサーチを実施している。 

６－２－２ 【継続】（No.5） 

6 
農林海洋学部と医農連携研究拠点を形成し、ヒトに日和見感染症を惹起す

るおそれのある海洋由来病原体の解析にあたっている。 
６－２－２ 【継続】（No.6） 
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7 

日本中央競馬会(JRA)畜産振興事業への参画  

高知大学農林海洋科学部では、令和 6 年度 JRA 畜産振興事業に採択されて

いる(代表者:松川和嗣, 事業名: 褐毛和種高知系の精密生産技術開発事

業, 期間:2024年度-2026年度)。本学における総合研究センター 実験実習

機器施設・RI実験施設(基礎医学部門 兼任 坂本修士, 樋口琢磨)は当該事

業に参画し、医学・生命科学系の解析技術を用いて、褐毛和種高知系(土佐

あか牛)の精密生産技術開発を目的とした研究支援を行なっている。当該事

業は、本学における農林海洋科学部、鹿児島大学、総合研究センター 実験

実習機器施設、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構(農研

機構)、ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株式会社の異分野融合

型のプロジェクトである。当該事業関連の成果は、学術論文として、

Metabolitesに掲載された (Muroya S et al. Metabolites 14 (5) 261 

2024)。 

６－２－２ 【新規】 

8 

ウイルス発がん研究成果が、国際的に評価の高い医学誌（Journal of 

Infectious Diseases、Scientific Reports）に掲載された。さらに、欧州

の研究チームに参加し、悪性リンパ腫に関する国際的研究を推進し、その

研究成果が欧州血液学会の学術誌 HemaSphereに掲載された。 

６－２－３ 【継続】（No.9） 

9 

令和６年度に、嗅覚と食行動に関する論文を国際誌に複数報告した。現在、

本学総合研究センターの教員と相談し、「食」に関係した課題に取り組んで

いる学内の様々な学部の教員等による研究会議を検討中である。学部を超

えた連携、共同研究への発展を目指している。 

６－２－３ 【新規】 

10 
血管内皮細胞の抗原提示能を知用した悪性腫瘍に対するペプチド免疫療法

および、活性化線維芽細胞を標的とした免疫療法の開発を行い論文執筆中。
６－２－３ 【継続】（No.11） 
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また、AMED等の支援を得て、創薬に向けた活動を進めている。（継続） 

11 

認知症の進行を抑制する病態修飾治療薬の創製を目指して、理化学研究所

の創薬・医療技術基盤と共同で NRBP1 と生理的抗アルツハイマー病因子で

ある BRI2 間の相互作用を特異的に阻害し、アミロイド β の産生および凝

集を抑制する化合物の探索を行っている。 

６－２－２ 【継続】（No.12） 

12 

核磁気共鳴現象を用いて被検体中の 17O を非侵襲的に検出測定する方法を

開発するため、企業と共同研究（「17O MRIによる薬効評価システム開発」）

を行ってきた。特許出願や AMED申請書などを作成中である。 

６－２－３ 【継続】（No.13） 

13 
新規ストラテージーによるアルツハイマー病やパーキンソン病の根本的治

療薬の開発を目指して前臨床試験に取り組んでいる。 
６－２－３ 【継続】（No.14） 

14 
AMED の「橋渡し研究」の支援を受け酵素ペプチド(Catalytide)の IgA腎症

治療薬としての有用性を検討している。 
６－２－３ 【継続】（No.14） 

15 

現状有用な治療法が確立されていない低活動膀胱(UAB)に対する、増殖因子

に着目した新規治療戦略構築に向け、UAB モデルの構築および増殖因子に

よる治療効果についての検討を計画している。 

６－２－２ 【継続】（No.15） 

16 

脳に着目した排尿制御機構の解明研究は世界的にも他の追随を許さないも

のだが、これまでは主に急性期の現象を観察してきた。そこで、脳への慢性

薬物投与系を新たに構築し、長期の脳への薬物介入による排尿機能変化か

ら脳による排尿制御機構の詳細に迫りたい。また本研究課題により令和６

年度高知信用金庫医学研究賞を受賞した。 

６－２－３ 【新規】 

310



【部局名称：基礎医学部門】 

 

17 

治療法の確立していない脳卒中後遺症（運動・感覚機能の障害や排尿障害

など）に対する治療薬の開発に取り組んでいる。現在、薬理学講座に所属す

る薬理学、創薬科学、脳科学、排尿薬理学などを専門とするメンバーが連携

した独自の異分野融合型の研究拠点を形成し、高い有効性と安全性を兼ね

備えた治療薬の開発研究を行っている。 

６－２－３ 【継続】（No.15） 

18 

脳卒中後遺症に対する治療アプローチ創出のため新規の亜急性期脳梗塞モ

デルマウスを確立し、脳梗塞発症後の神経機能障害に対する治療効果を有

する化合物としてオキシトシンを同定した。本モデル作成は先端医療学コ

ース所属の学部学生が主体となって取り組み、当該学生は本成果により令

和６年度先端医療学推進センター学生顕彰制度相良賞銀賞を受賞した。 

６－２－３ 【新規】 

19 

排尿制御に関わる新たな脳内機構を解明した：①脳内ヒスタミンはグルタ

ミン酸神経系を介し排尿を促進する。②脳内ニコチン受容体による排尿抑

制に脳内一酸化炭素が関与する。これらはブラックボックスの多い脳内排

尿制御機構の解明に資する成果であり、いずれも先端医療学コース所属の

学部学生が主体となって挙げた成果である。これら成果は、当該学生が筆

頭演者として、令和７年３月に第１３０回日本解剖学会/第１０２回日本生

理学会/第９８回日本薬理学会合同大会にて発表した。 

６－２－３ 【新規】 

20 

博士課程所属大学院生が主体となり、ガス状伝達物質一酸化炭素の膀胱に

おける排尿抑制作用を明らかにした。排尿制御における生理機能が不明で

あった一酸化炭素の役割を解明した本成果は排尿生理学における顕著な成

果として、第 54回国際禁制学会（令和６年１０月）の発表演題として採択

された。また本成果により当該学生は令和６年度日本排尿機能学会河邉賞

（本国際学会のトラベルアワード）を受賞した。 

６－２－３ 【新規】 
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【部局名称：基礎医学部門】 

 

21 

我々の排尿制御機構の解明研究は排尿量の観点から主にラットを用いてき

たが、マウスの方が病態モデル・遺伝子改変モデルが多彩なため、マウスを

用いた排尿機能評価系を新たに構築している。本評価系の活用により、泌

尿器科学、神経科学、薬理学を融合させた新たな研究領域の創出を目指す。 

６－２－３ 【継続】（No.16） 

22 

リン脂質の脂肪酸構造を認識する独自抗体を世界で初めて３種類作成し、

脂肪酸構造の違うリン脂質の機能解明に挑む国際的に卓越した独創的な学

術研究を推進している。 

６－２－３ 【継続】（No.17） 

23 
膵がんの血液マーカーの解析と基盤として、がん患者の悪性度や予後の評

価を行った研究が、がん学会専門誌 Cancer Scienceに採択された。 
６－２－３ 【新規】 

24 

膵がんなどの難治性がんの血液診断システムの開発を目的として、病理学

教室や消化器外科学教室と共同で臨床研究体制を構築して倫理申請の準備

を進めている。 

６－２－３ 【新規】 

25 

セサミンなどの機能性食品成分に関する作用機構の解明を目的として、こ

れらの販売会社との共同研究契約を締結して、健康増進に向けた素材の開

発と評価を行っている。 

６－２－３ 【新規】 

26 

血液診断など目指したバイオセンサーデバイスに関する研究で、オーディ

オンメーカーとの共同研究契約を締結して、新たなデバイス開発や診断シ

ステムの構築を進めている。 

６－２－３ 【新規】 

27 
出願特許「sulfatide で刺激培養した MSC が分泌する EVs を用いた神経疾

患に対する治療応用」をもとに技術移転先となる企業を探している。 
６－２－３ 【新規】 

28 
高知県は地理的に東西に長く、脳卒中患者の受療率が全国で最も高いとい

う地域課題を抱えている。これに対し、当講座では脳梗塞モデルマウスを
６－２－３ 【新規】 
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【部局名称：基礎医学部門】 

 

用いた研究により、機能障害の改善と生存率の向上をもたらす化合物とし

てオキシトシンを同定した。本研究は、高知銀行地域経済振興財団より助

成を受けており、地域医療への貢献を目指している。 

29 

デュシェンヌ型筋ジストロフィー (DMD) 病態における 1,3-1,6 β-グルカ

ン (Neu REFIX)の影響の検証  株式会社ソフィー及び有限会社ジーエヌ

コーポレーションのアブラハム・サミュエル博士との共同研究により、DMD

病態における 1,3-1,6β-グルカンの影響を検証した。具体的には DMDモデ

ルマウスである mdxマウスの大腿四頭筋における筋再生マーカーMyh3の発

現を免疫染色法により解析した。その結果、mdxマウスへの 1,3-1,6 b-グ

ルカンの経口投与により大腿四頭筋の再生が促進する傾向が確認された。

本知見に関しては、学術論文として、Scientific Reports に掲載された

(Preethy S et al. Sci Rep 15 (1) 7232 2025)。 

６－２－３ 【継続】（No.2） 

30 
科学研究費補助金を教員数に対し高い割合で獲得し研究を推進している。 ６－２－３ 

【継続】（No.20） 

31 

脳のストレス応答メカニズム解明を目的として、疾患モデルマウス等を

用い分子から行動レベルまで解析することで、難病（色素性乾皮症、コ

ケイン症候群）やストレス性精神疾患（うつ・自閉症スペクトラム障害）

の病態解明や治療法開発を目指している。 

６－２－３ 【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：連携医学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

部局活動実績総括表及び個人活

動実績総括表 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：連携医学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：連携医学部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：臨床医学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

「教員活動の記録・評価システ

ム」における部局活動実績総括

表及び教員データ 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：臨床医学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：臨床医学部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医学教育部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

医学教育創造センター年報

（仮） 

医学教育 IR室 HP 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

■改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：医学教育部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

論文・著書・学会発表等の研究成果の質

及び量が部局の目標に即して適正な状況

にあるかどうか十分に確認できていな

い。 

６－２－３ 医学教育創造センター年報（仮）を現在作成

中である。この中で、医学教育部門に関する

論文、学会発表などの一覧まとめることで、

状況を確認する予定である。 

 

□検討中 

■対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：医学教育部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：看護学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

「高知大学医学部看護学科年 

報」作成のための調査データ 

（独自資料） 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：看護学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 

科学研究費の採択率の向上 ６－２－３ 科研費の採択率を向上させるためにこれからも学

系・部門内の採択経験者によるブラッシュアップを

続ける。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：看護学部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

科学研究費の採択率を向上させるために学系・部門内の採択経験者による 

ブラッシュアップなどを実施した。科学研究費の研究代表者は６名で，教

員の 1/4である。 

６－２－３ 

【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：黒潮圏科学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

著書・学術論文・学会発表の総

件数、学際的研究成果の件数及

び黒潮圏を対象とした国際的研

究成果の件数（独自資料） 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：黒潮圏科学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：黒潮圏科学部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：地域協働教育学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

教育研究業績書及び教員活動の

記録・評価システムデータ 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：地域協働教育学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 該当なし 
  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：地域協働教育学部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：生命環境医学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 
・部門の活動方針等（令和４年

度～令和９年度） 

・教員データベース（教員活動

の記録・評価システム）の活動

情報 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：生命環境医学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：生命環境医学部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：複合領域科学部門】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

論文・著書・学会発表件数等

（教員活動の記録・評価システ

ム） 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：複合領域科学部門】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：複合領域科学部門】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：総合研究センター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 
・センター等の活動方針等（令

和４年度～令和９年度） 

・教員データベース（教員活動

の記録・評価システム）の活動

情報 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

・教員データベース（教員活動

の記録・評価システム）の活動

情報 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：総合研究センター】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：総合研究センター】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

海洋生物研究教育施設において、研究調査船豊旗丸を更新した結果、学内

外の利用回数が令和 5年度 79件から 101件へと大幅に増加し、高知大学の

教育研究の推進に貢献した。 

６－１－７ 【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：防災推進センター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

高知大学防災推進センター年報 

（本学 Web上） 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：防災推進センター】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
 

該当なし 

  

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：防災推進センター】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：ＩｏＰ共創センター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

【IoP】根拠資料_IoPプロジェ

クト実績報告 

 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：ＩｏＰ共創センター】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：ＩｏＰ共創センター】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：MEDiセンター】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

学内ウェブサイトに「活動報告

書」を公表している。 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：MEDiセンター】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：MEDiセンター】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：海洋コア国際研究所】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

６ 研究に関すること 

 

６－２部局が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

６－２－３ 

論文・著書・学会発表等の研究成

果の質及び量が大学及び部局の

目標に即して適正な状況にある

か。 

・共同利用・共同研究拠点令和

６年度実施状況報告書 

例えば「国際的な

研究を推進する」

という目的を掲げ

る部局であれば国

際共著論文や国際

学会での発表件数

の推移など、部局

が行う研究活動が

想定する成果をあ

げていることを確

認できる資料（年

報、報告書等） 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

６－２－４ 

活動方針に基づいた研究支援活

動が行われ、その結果による成

果が出ているか（総合研究セン

ターのみ）。 

 

・センター年報な

ど活動実績が確認

できる資料 

・教員活動の記

録・評価システム

データ 

□適切である 

□改善を要する事項がある 
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【部局名称：海洋コア国際研究所】 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 室戸ジオパークを活用した自然科学リテラシー普及啓発 ６－２－３ 
ジオパークを活用した自然科学リテラシー教育とボ

トムアップの地域振興 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【部局名称：海洋コア国際研究所】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
令和７年度文部科学大臣表彰表彰科学技術賞（理解増進部門）受賞 

受賞業績名：ジオパークを活用した自然科学リテラシー普及啓発 
６－２－３ 【新規】 

２ 
令和６年度共同利用・共同研究（国内・国際）に関する TOP10％論文数 

４編の実績 
６－２－３ 【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：学術情報基盤図書館】 

 

第１ 点検・評価チェックリスト 

 

７ 図書館及びＩＣＴに関すること 

 

７－１全学組織が実施するモニタリング等のチェックリスト 

項目番号 モニタリング等の観点 根拠資料 

【参考】 

想定される根拠資

料 

点検・評価結果 

７－１－１ 

教育研究活動を展開する上で必

要なＩＣＴ環境を整備し、それ

が有効に活用されているか。 

総合情報システム基本設計書

（全体編） 

・学術情報基盤実

態調査（コンピュ

ータ及びネットワ

ーク編） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

７－１－２ 

図書館において、教育研究上必

要な資料を利用可能な状態に整

備し、有効に活用されているか。 

学術情報基盤図書館活動報告

（令和６年度） 

・学術情報基盤実

態調査（大学図書

館編） 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

７－１－３ 

情報基盤及び学術情報資料の活

用について適切な支援が行われ

ているか。 

学術情報基盤図書館活動報告

（令和６年度） 

・情報基盤及び図

書館に関する活動

報告 

・図書館関係統計 

■適切である 

□改善を要する事項がある 

 

第２ 点検・評価の結果、確認された改善を要する事項（全学組織が行う部局に対する改善指示を含む） 

No 
自己点検・評価の結果、確認された改

善を要する事項 

関連する点検・評

価の項目番号 
改善計画 進捗状況 

１ 

該当なし   □検討中 

□対応中 

□対応済 
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【全学組織名称：学術情報基盤図書館】 

 

□その他 

（    ） 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

※改善計画欄には、改善計画を実施する時期を明記すること。 

 

第３ 点検・評価の結果、確認された全学での検討が必要な課題 

No 全学での検討が必要な課題 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 
該当なし   

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 

 

第４ 点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 

NO 
自己点検・評価の結果、「適切である」とした事項のうち、 

さらなる成果を上げるための活動計画を策定している事項 
関連する点検・

評価の項目番号 
活動計画 

１ 

情報セキュリティ研修 ７－１－１ 

７－１－３ 

本学構成員のセキュリティ意識を一層高めるため、

新たなセキュリティ研修動画を作成し、全員受講を

目標とする。また、未受講者に対する本学ネットワー

ク及びシステムの利用制限を行うための仕組みを構

築する（令和 7年 10月開始予定）。 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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【全学組織名称：学術情報基盤図書館】 

 

第５ 点検・評価の結果、確認された優れた成果が確認できる取組 

No 優れた成果が確認できる取組 
関連する点検・評

価の項目番号 
特記事項 

１ 

令和７年３月に高知大学オープンアクセスポリシーを策定し、本学におけ

るオープンアクセス（グリーン OA）方針等について学内周知を行った。 

また、人工知能等社会実装研究拠点事業費補助金（オープンアクセス加速

化事業）の採択を受け、オープンアクセス推進に係る環境開発として、「教

員活動の記録・評価システム」の改修及び「リポジトリ管理システム」を新

規構築し、教員・リポジトリ担当者双方が効率的に申請手続き及びリポジ

トリ登録作業を行える仕組みを整備した。 

７－１－３ 【新規】 

※欄が不足する場合は適宜、追加すること。 
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